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大管 長会 メ ッセ ー シ

神のかたち に

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニー

「は じめに神は天 と地とを創造された・……

神は地の獣 を種類にしたがい，家畜 を
は

種類にしたがい， また地に這 うすべての物 を

種類にしたがって造 られた。神は見て，良し

とされた。

神はまた言われた，『われわれのかたちに，

われわれにかたどって人を造 り，これに海の

魚 と，空の鳥 と，家畜 と，地のすべての獣 と

地のすべての這 っもの を治めさせ よっ』。

神は自分のかたちに人を創造 された。すな

わち1.神 のかたちに創造 し，男と女 とに創造

された。

神は彼 らを祝福 して言われた，『生めよ，ふ

えよ，地に満ちよ，地 を従わせ よ……』。」(創

世1：1，25-28)

主 はこの ようにして夫 と妻の関係 を定めら

れた。人は神のかたちに，男と女 とに創造さ

れたのである。そ してふた りの者はひ とつに

結ばれ，互いに相手の一部 となった。主が彼

らにひとつ になるように命 じられたからであ

る。ここで主は男女 に等 しく言葉をかけてお

られる。主にあっては， 男な しには女はない

し，女な しには男はないのである。(1コ リン

ト11：11参 照)

夫 婦は共にこの基本的な真理 を決して忘れ

てはな らない。主が定め られた夫婦の関係 と

その目的を常に心に留めてお くべ きである。

夫婦は一致 し，尊敬 し合い，互いを思いや

らなければならない。 自分勝手な行動 を取 っ

た り，あるいは取ろうとした りしてはな らな

い。夫婦は互いに相談 し合い，共に祈 り，ふた

りで一緒に物事 を決めるようにすべ きである。

家庭 と家族の管理につ いても，夫 と妻は親

切 と愛 と忍耐 と理解 をもって相談 しなければ

ならない。

低下す る一方の道徳の標準や正道 をそれた

習慣は，た とえそれが世 間で当たり前のこと

であって も，私たちの家庭に侵 入させてはな

らない。 また，私たち自身の標準や関係 をそ

れによって変 えるようなことがあってはなら

ない。 自己顕示は私たちの一致を弱め る。し

たが って， 自分 をよく見せ ようなどと思わな

いように しな くてはな らない。

忘れてならないのは，妻は夫の奴隷ではな

い し，夫 も妻の奴隷ではない とい うことであ

る。夫 と妻は対等である。末 日聖徒の場合は

特にそうである。ふたりはこの入生において，

自分を思いや るように互 いに相手を思いや ら

なければならない。そうす る時に， それは永

遠に続 くのである。

「主にあっては，男な しに女はないし，女

なしに男はない……男は神の王国にあって女

な しに救われず昇栄することはな く，女は神

の王国にあって一 人で完全に昇栄に到達する

ことはできない……神は御 自身のかたちに，

御 自身にかた どって人を造 り，男 と女 とに創

造 された。 この創造において，男女は聖なる

結婚の誓約によって結び合わされるよう計画
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されていた。また，人は相手な くして完全で

はない。」(ジ ョセブ ・F・ スミス 「福音の教

義」第2巻p.3)

女性 は男性に劣 る者ではない。 もちろん男

性が神権を保持 し，神権を正 しく行使するこ

とによって家庭 を管理するというこ とは事実

である。 しか しながら，キ リス トが ご自分の

教会 を管理 しておられるように，夫はみたま

によって管理 しなければならない。このこと

について，予言者 ジョセブ ・ス ミスは聖徒た

ちに新約聖書の言葉を引用 して次のように教

えた。

「『妻たる者よ
。主に仕 えるように自分の夫

に仕 えな.さい。キリス トが教会のか しらであ

って， 自らは，か らだなる教会の救主であ ら

れるように，夫は妻のかしらである。そして

教会がキ リス トに仕 えるように，妻 もすべて

のことにおいて，夫に仕 えるべ きである。夫

たる者 よ。キ リス トが教会 を愛 してそのため

にご自身をささげ られたように，妻 を愛 しな

さい。キ リス トがそうなさったのは，.水で洗

っことにより，言葉によって，教会 をきよめ

て聖なるもの とするためであ り， また， しみ

も， しわも， そのた ぐいの ものが いっさいな

く，清 くて傷のない栄光の姿の教会 を，ご自

分に迎えるためである。それと同 じく，夫も

自分の妻 を， 自分 のか らだのように愛 さねば

な らない。 自分の妻 を愛する者は， 自分 自身

を愛するのである。 自分 自身を憎んだ者は，

い まだかつて，ひ とりもいない。かえって，

キリス トが教会になさったようにして，おの

れ を育て養 うのが常である。わたしたちは，

キリス トのか らだの肢体なのである。「それゆ

えに，人は父母 を離れてその妻 と結ばれ，ふ

た りの者は一体 となるべ きである」。』(手ペ ソ

5：22-31>

妻 た る者よ。夫に仕 えなさい。 それが，主

にある者にふ さわしいことである。夫たる者

よ。妻 を愛 しなさい。つ ら く当たってはいけ

ない。子たる者よ。何事についても両親に従

いなさい。これが主に喜ばれ ることである。

/

父たる者 よ。子供 をい らだたせ てはいけない。

心がい じけるか も知れないか ら。」(丁印6痂 ㎎s

げ 彦舵P70ρ 舵'ノb∫θρhS珈'乃 「予言者ジョセブ・

ス ミスの教え」pp.88-89)

夫 は，神権の権能 を勝手気 ままに行使 した

り，妻を脅かすために使 った りしてはならな

い 。

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長は次の ように

述べている。

「もし全能の神ののろいを受け るに値する

人がいるとすれば，それは自分の子供の母親，

最愛の妻，生活を犠牲に して常に彼 と子供の

ために尽 くす人をないが しろにす る人である。

これは もちろん， その人の妻が清 く忠実な母

であり妻である と仮定 しての ことである。」

(「福音の教義」第2巻p.51)

「如 何なる権力も勢力 も
，神権によりて維

あた

持する能わず，または維持すべ きものにあら

ず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる

愛 とによる。」(教 義 と聖約121：41)

この聖句は，神権者が人に接する際の態度

について述べた ものであることは明らかであ

る。特に，妻に対 してはなおさらのことである。

「イエス ・キ リス トの福音は愛の律法であ

る。心 をつ くし，思いをつ くして神 を愛する

ことが第一の戒めであ り，第二 もこれ と同様

である。す なわち自分 を愛するようにあなた

の隣 り人を愛せよ。これも結婚関係において

おぼえてお くべ きことである。妻の望みは夫

の望みであ り，夫は妻 を治めるであろ うと言

われている。 しか し，その支配は専制 ではな

く愛の うちに行 なうべ きである。神は人々が

堕落 して生 きている資格 を失わない限 り，決

して専制的に支配 され ることはない。」(「福音

の教義」第2巻p.5)

摂神 は自分のかたちに人を創造 された
。す

なわち，神のかたちに創造 し，男 と女 とに創

造 された。」(創 世1：27)

夫 た る者 よ，妻たる者 よ。愛の律法に従い，

神に似た者 となるように努めようではないか。

神は愛であるか ら。
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「私は仕事でよく近 くの町に出掛け ます。

そのような時，家族 を放 り出 してお くことが

気懸か りで，何か特別なことがない限 りいつ も

子供 をひとり連れて行 くように しています。

大きな子供 たちには，車の運転 を任せ ます。

こうしで【亡しい仕事の合い間に，失 っていた

もの を取 り返すようにしています。」

今 日ほど，父親が多忙な仕事 に子供 を育む

時間 を奪われている時はない。結局それが家

族の一致 を弱める要因となっている。 そこで

前述の父親たちのように，貴重 な時間を割 い

て子供 のために尽 くす ことが必要にな って く

る訳である。子供たちは父親 を尊敬 し，愛 し，

必要 としているか らである。

とりわけこうす ることが必要 なのが，教会

で最 も多忙 な監督ではないだろうか。監督は

職業の面で も立派に成功 を収めている。それ

でも監督 とその妻たちは，子供たちの必要 を

満 たすこと以上に大切 なことは何 ひとつない

と考えている。

フロリダ州 オーラン ド第2ワ ー ド部のロバ

ー ト・M・ ピックス トン監督は語っている。

「とにか くもっと父親業に徹 しようと思い ま

す。数年前には 自分ひ とりで行なっていた こ

とを，今は子供 と一緒にす るようにしていま

す。で も結局は私が全部す ることになるので

すが，それでも，そうすることにょ って子供

たちは私の愛を理解 し，私 と一緒にいること

を楽 しんで くれ るよ うにな りました。」

どうもこの辺 りに，父親が子供たちとの関

係 を密にす る鍵が隠されているようである。

つ まり，わずか な自由時間を最大限に利用す

ること，また自由時間がなければ仕事にでき

るだけ子供 たちを参加 させ るこ とである。

父親 の務めを第一に果 たす

ミシガン州デ トロイ ト第2ワ ー ド部のジ ョ

ン ・F・ アーウ ィン監督は， こう.述べている。

「カレンダー を見て予定の組 まれていない 日

があれば， できるだけその晩は空けて，家で

過 ごす ようにします。一晩の仕事 を2，3に

限ると確か に疲労は少ないと思 いますが，む

しろ私は，数 日間に仕事 を集中的に行なって，

それで空いた夜 を妻や子供 たち と過 ごすよう

にしてい ます。」

時間を計画することは是非 とも必要である。

私がいつ も，「子供たちと過 ごす時間をどの よ

うに とっていますか」.と尋ねる と， きまって

返ってくるのが， 「家庭の夕べだけは必ず開 く

ようにしてい ます」 とい う答えである。

「月曜 日の晩は
，だれ も電話 して きません。

私は監督に召 された 日曜 日に， ワー ド部の皆

さんに，月曜 日の晩は緊急の用件以外では一

切電話 をか けないように して下 さい とお願い

しました。」そう語 るのは，カリフォルニア州

サ ンタクララ第2ワ ー ド部のアラ ・コール監

督である。

しか し，家庭の夕べは親子の交わ りの起点

にす ぎない。「毎週，私は子供 を面接するよう

に しています」 と語 る人 も大勢いる。その内

の一部の人々は，子供の霊性を育む面接 と，

「子供の現状 を知 る」面接 を組み合 わせて行

なっている と語った。「学校の授業や成績のこ

と，友達，趣味，そのほか子供 たちが関心 を

持 っていることについて話 し合 います。それ.

で，最近では子供たちの方か ら，『お父さん，

僕の面接はいつ して くれ るの』 と言って くる

ようにな りました。」

トッ ド・クリス トファーソン監督 は，面接

が型通 りの もの とな らないようにしていると

述べている。「毎週一回この時間には，子供た

ちが したいこ とをす るようにしてい ます。い

つ もは話だけで終わることが 多いのですが，

時にはプラモデルを一緒に組み立てた り， キ

ャッチボールをした りして遊ぶこと.もあ りま

す。」

カンサ ス州 のオーバー ラン ドパー ク第2ワ

ー ド部の リチ ャー ド・P・ ハルバーセン監督

はこ う語っている。「工夫 しさえすれば，わず

か30分 間でもいろいろなことがで.きます。心

を通 わせ合 うのにそんなに時間は必要あ りま

せん。わずかな時間，特別なことをして心の
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交流を持つよ うにすれば よいのです。だから

と言って，長 い時間子供たちと過 ごす必要が

ないと申し上 げているのではありません。

特に，話 し方が大切 です。私は決 してい ら

いらした り，急がせた りしないよ うに してい

ます。また，話 を聞いている暇のないこ とを

説明するよりも，子供の話に耳 を傾ける方が

短時間で済む ということが分か りました。」

バージニア州スター リングパー ク支部のジ

ャック ・L・ グリー ン支部長 は，十代の子供

たちが自分 と話す時間 をとって くれない とい

う問題を抱えてい た。 「それで私 は，子供 た

ちがダンスや活動に行 く時，時間の許す 限り

彼 らを送 ることに しました。このよっに して

子供たち と話 をし，その友達 を知 り，彼 らの

会話に耳 を傾けることができるよ うになった

のです。それか らは，子供 たちと話 をして友

.達の名前が出て もす ぐにだれのこ とだか分か

るようにな りました。

でも小 さい子供た ちの ことを知 るには，仕

事 を終えて家に帰 ってきた時が一番良いよう

です。普通は帰宅 してもまだ夕食の用意がで

きていません。一番下の子供は私 と遊 びた く

てたまらないので，私はその子をひざに乗せ，

しばらく一緒に遊ぶ ことに しています。」

ピックス トン監督はまた，子供 と語 り合 う

絶好の機会を教えて くれた。寝る時がそれで

ある。奥 さんのバーバラはこう語 る。「私の主

人は，夜家にいる時には，子供たちを一人ず

つベ ッ ドに連れて行 き，長 い時間話 をして聞

かせ ます。主人の方が私 よりも子供たち一人

一人とよ く話 しますわ
。時には，小 さい子 と

一緒に ピアノを弾いた り
，ダンスをした りす

ることもあ りますの よ。」

「私は運がいい方かもしれ ません」 と語る

のは，ア リゾナ州 メサ第15ワ ー ド部のマイロ・

レバロン ・ジュニア監督である。「私は仕事 の

都合 で自分の子供たちをパー トタイマー とし

て雇っていました。そのお陰で，仕事の後，

家に一緒に帰 ることがで きました。その10分

間が非常に大切 でした。私.たちは車の中で じ
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っ くりと話 し合 えたのです。」

次に考 えられ るのが，休暇の過ごし方 であ

る。 キャンプやハイキング」家の増築や修理

は，休暇 中に家族 で行 なえる絶好の活動 であ

る。カ リフォルニア州パ シフィカワー ド部の

ロイ ド・D・ ウィル ソン監督は， キャンプや

釣 りが大好きであるが， こんな休 日の過 ごし

方 を教 えてくれた。「数年前，私 は高校3年 生

の長男と，次男，それに彼らの友達 をひとり

連れて，ネバダか らコロラ ドへ 自転車旅行に

出掛けました。そして，1日 中自転車に乗 り，

疲れた所で休むことにしたのです。この旅行

で，一 日に200キ ロ以上走 った 日が何 日もあ

りました。 とにか く，私 たちにとって， この

旅行 を一緒に計画 したことが何 よりも意義あ

ることで した。」

一緒に過 ごす時間 をとる

しかし，どんなに入念な計画 を立てていて

も変更を余儀 な くされることがある。残業 を

しなければな らない急な仕事が入って きた り，

出張 しなければな らない時，あるいは農作物

の収穫期 に入った時がそ うである。 そのほか

交代制の仕事 に就いている父親 も，数 日間家

を空けることになる。このような父親は，仕

事 を辞めない限 り， できることが限られる。

「あなたは一体その問題 をどのように して

解決なさいましたか。」私は，ミシガン州 ミッ

ドラン ドステー キ部のロバー ト・C・ ウィッ

トステーキ部長に尋ねた。

「立派な妻 を選ぶことですよ
。」これこそ多

忙な父親が家族 を正 しく導 く秘訣である。 も

ちろん，家庭 において父親に代われ るものは

何 もないが ，それでも仕事の都合や教会の召

しで父親が家 を留守にす る場合，母親の心の

持 ち方で大 きな違いが生 じる。

ある監督の妻はこう述べている。「主人が監

督になってか ら，私は とて も苦労 しました。

なに しろ突然に，庭の仕事や家の仕事がみな

私に回ってきたのですか ら。主人が家にいま

せんので， どうしても私がす るしか ありませ



ん。」傍 らで夫が うなずいていた。「確かに家

内に とって大変な仕事だった と思います。 し

か しこれはまた，私に大切な責任があること

を教えて くれ ました。家に帰る と，台所の流

しにはまだ食器がその ままにな ってお り，居
ロ

間は散 らか り，芝生は伸 び放題 とい う有様で

す。それで も私.は一言 も文句 を言いませんで

した。その代わ りに，私は自分か ら進んでそ

の後片付けをするように しました。そして子

供たちにも手伝 って もらったのです。私のす

ることに一言 も妻が口出ししないのに，私が

どうして妻のすることに不平が言えるで しょ

つ。」

父親が家を空け ることに対す る子供の気持

ちには十分注意 を払 う必要があると語 るのは，

ハルバーセン監督である。「私はいつも子供た

ちに，『これか ら集会があるので，一緒に遊べ

ないんだよ』 とは決 して言わない ように注意

しています。それは，父親 を家か ら奪 うのは

教会だ と言 うことで教会に反感 を持 ってもら

いたくないか らです。その ような時，私は し

ばらく子供 たちと一緒にゲームをして， それ

から出掛けなければならないことを説明しま

す。その時も，ただ集会に行 くと言うのでは

な く， それが どの ような集会で，なぜ大切か

を説明するように しています。

その ように して家を留守に しなければなら

ない訳 を話す と，子供たちもよ く理解 して く

れ ます。また，私がわずかな時間でも子供 た

ちと遊んでから出掛けるので，子供たちも私

の気持ちを理解 して くれ，放 り出されている

などという意識を持たないようで す。」

多忙で留守が ちな父親が是非 とも考えなけ

ればならないのが，残 された妻 と子供たちが

どのような気持 ちでいるか とい うことである。

と同時に，父親 自身の心の状態 も見逃すこと

はで きない。

カリフォルニアのあるワー ド部の監督で，

大学教授をしている兄弟は，次の ように述べ

ている。「私が働 いている大学に，残業時間の

多いことを自慢 している人々がいます。彼 ら

は夜遅 くまで残 って仕事 をしています。また

図書館にこもり，よ く書物 も出版 しています。

そして，仕事の面では素晴 らしい成功 を収め

ています。彼 らは， そうす ることはすべて家

族のためであると言っていますが，私 にはど

うして も，家族 をないがしろにしているこ と

の方が 目について仕方あ りません。」

末 日聖徒の父親は，教会の召 しや社会の仕

事でどんなに忙 しくて も，最優先すべ きもの

は何か をは っき りと知 る必要がある。言 うま

で もな く，仕事で秀で ることも大切であるが，

教会で与 えられた召しを立派に果 たすことも

主が望 んでおられることである。「何 よりも家

族が大切です」 と述べるのは，カ リフォルニ・

ア州 リンダマーワー ド部のロバー ト・E・ ソ

レンセン ・ジュニア監督である。「仕事を最優

先にするよう私に言 う人々 もいます。でも私

に とって仕事は3番 目，家族 と教会に次 ぐも

のでしかあ りません。今では職場の仲間もそ

のことを理解 して くれています。その代わ.り，

私は自分の責任は忠実 に果 たすように努め，

仕事 をないがしろに したり，遅 らせた りする

ことが決 してないようにしています。私はま

だ一度 も悪い評価 を受けたことがあ りません。

また同僚たちは，私が土曜 日に出社 しないこ

とを理解 して くれるようになりました。私は

いっ も土曜 日には家族 と一緒に過 ごし，ワー

ド部に出掛けて行 くこ とに レていたか らです。

日曜日は言 うまでもないこ とです。」

彼らの多くは，職場の同僚たちが社会で成

功す ることよ りももっ と重要なことがあると

い うことに気付 き始めていると語 っている。

また，会社での抵抗 もほ と.んどなくなってい

ると告 げている。ある監督は語 る。「私の上司

に も同僚にも家族があ ります。そこで， しば

らくす ると，彼らも家に早 く帰るようになり

ました。週に60時 間働 くの をやめたか らと言

って，状況は悪化 しませんでした。む しろ，

良 くな り始めています。社会は家族 と暮 らす

家庭 を築 くところか ら始 まるのです。」
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犠牲の香 リ

卜一 マ ス ・J・ グ リフ ィ ス

あ の秋の夕方・エム リス'デ イビス家の前
を通 り掛か った人は皆，煙突か ら漏れ る

良い香 りに足を止めたことだろう。それは，

かぎ慣れた石炭の煙の匂いではなか った。 も

しも家の中をのぞ くことができた ら，信 じが

たい光景を目にしたはずである。

しか しその前に，エム リス ・デイビス氏の

ことをお話 しよう。彼は，ウェールズ人にし

か発音 できない名 を持つウェール ズの小さな

町に生 まれ育ち， ごく平 凡な生活 を送 ってい

た。近 くの炭坑で事務員として働き，週に何 回

か町の居酒屋へ通 っては， ビール を飲みなが

ら村人の投げ矢遊びや玉突 きを見物 していた。

また，居酒屋へ行かない夜は，家で聖書 を

読 ん で過 ごすので あった。エム リス ・デイ

ビスは，非常に宗教心のある人であった。 あ

る時，教会 の牧師 と近づ きにな り，信徒 にな

るように勧め られた。 しか し，彼はそれを断

わり，牧師の説教は 「絵空事」の ようで聖書

と食い違っていると言 って当の牧師 をまごつ

かせたことがある。それはもう数年前のこ と

で，以来一度 も誘 いを受けなかった。

その彼を悲劇が見舞 った。結婚生活2年 の

後，最愛の妻が出産のために亡 くなってしま

ったのである。愛する妻のグウェイネスとの

永遠の別離 を，エム リスはどうして も信 じる

ことができなかった。

その ようなある夕方，彼が暖炉のそばで聖

8
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書を読んでいる と，玄関の ドアをたた く音が

聞こえた。出てみ ると，ふた りの青年が立っ

ていた。エム リスが用件を尋ねる間もな く，

そのひとりが言った。「私たちは末 日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会の宣教師 です。私 たちの教

会のことと，その教えにつ いてお話 したいの

ですが。」

エム リス ・デイビスは， また 「絵空事」の

教えだろうと考え， ドアを閉めようと思った。

そこで， もう一度青年 たちの顔を見直 した。

ところが，彼らの表情 には何 とも名状 しが た

い雰囲気が感 じられた。誠実 と真心 と勇気 を

ふた りの顔に見たのである。

彼のウェールズ人特有の頑固な性格に反 し

て，ロをついて出たのは，「お入 りなさい」と

いう言葉 であった。暖炉の火に顔 を赤 く染め

ながら，ふた りめ青年 は聖書に命の息を吹 き

込むような話 を彼に語 った。その話はエム リ

スの心の琴線に触れ，彼は単なる 「絵空事」

ではない と感 じた。このふた りの青年が彼の

家 をあとにしたのは，夜中であった。その時，

エム リスはふたりに，また来てほ しいと頼んだ。

数 日後の夕方，ふた りは また訪れ，福音の

レッスンを続けた。こっしてそれか ら間もな

くして，エム リスの心か らの祈 りが答えられ
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たあの不思議 な夜 を迎えることになったので

ある。

宣教師は，福音の教えを受 け入れ，その教

えに従って生活 し，主の神殿で結び固め られ

れば，エム リスと死別 した妻は再び結ばれ る

という永遠の結婚 の律法を説明した。それ を

聞いたエム リスは，魂がよみが えるの を感 じ

た。こっして，彼は真理 を見いだ したことを

知 ったのである。 しかし，バプテスマを受け

るのに難関があった。 タバ コが大好きだった

か らである。居酒屋通いは問題なかったが，

彼は長年 にわたっていろいろなパイプを収集

す ることを趣味としていた。木の根 のパイプ，

メアシャムパイプ(火 ざらが海洗石製の高級

パ イプ)， その他いろいろな国のパイプがあっ

て，このパイプ集めは彼の一番の楽 しみだった。

彼はバプテスマ を受けたかったが，すでに

生活の一部 となっていた喫煙の習慣を克服す

る勇気が持て るか どうか， 自信がなかった。

炉だなの上にパイプを納めたガラスケースが

置 いてあ り，礼拝 を求め る偶像 のようにエム

リスを見下ろしていた。

その夜，彼はベ ッ ドの傍 らにひ ざまず き，

答えを求めて祈った。やがて朝 日がウェール

ズの山々に射 し込める頃，祈 りは答えられた。

主は予言者 を通 じて，タバコは人のためにな

らない，神のみたまは清 くない宮には宿 らな

い と言っておられたからである。

次の 日曜 日の聖餐会後，エム リス ・デイビ

スは支部の会員たちを自宅に招いた。そ して，

手作 りのウェールズケー キとレモネー ドを出

してか ら，客 たちの注 目を促 しこう言った。

「ここしば らく
，私は難 しい問題を抱えて

い ましたが，今晩閉会の讃美歌を歌っている

時に，その解決法が心に浮んで きました。『犠

牲は天の祝福 をもたらす 』という歌詞がその

答えです。」それか ら彼はパイプのことをみん

なに説明した。

話 を終わると，彼は炉だなの上に置いてあ

ったパイプのケースを手 にした。そしてそれ

をひ とつずつ火の中に投げ込み， それがめら

め らめ らと燃えるのをじっと見詰めた。

彼の両わきに宣教師が立ち，後ろには支部

の会員たちがいた6こ うして燃え.るパイプの

香 りが外に漂 った。 しか し家の中は神のみた

まで満 ちていた。
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ジ ゴセブ ・ス ミスが足の骨 を冒されて， こ

れ を治すのに手術に よるしか方法がなか

った時の，勇気ある彼の話は教会貝を感動 さ

せ る。彼が痛みを抑えるのにアル コールに頼

らず，父の腕に抱かれて手術 を受けたいと言

った話は，だれで も知っている。外科医の私

はいつ もジョセブ ・ス ミスの手術のこ とを考

えると不思議 に思 う。特にその手術 を成功 さ

吻

勲
'ノ糖

纏

/
10



せた医者たちのことを考えると驚異である。

これは，1813年 にニューハンプシャー州の

辺 ぴな 田舎 で起 こった出来事である。ス ミ

ス家 の子供 た ち全 貝がチ フスにかかった後，

ジョセブは骨の病気(骨 髄炎)に かか った。

当時はお ろか今世 紀に抗生物質が発見され

る まで， 骨髄 炎は恐 ろ しい病気であった。

古代ギ リシャの ヒポクラテス以来，炎症箇所

をただ湿布 して，石 こっで固めるとい っのが

治療法の主流であった。 しか しこの方法は効

果がほ とん どな く，骨が冒され始め ると，広

範囲にわたって骨の組織が死んで しまう。そ

して，新 しい骨ができると， それにつれ死ん

だ組織が内部に包み込まれてゆ く。その結果

死んだ骨がば らば らにな り，骨髄腔の中心部

に入って しまい，常時排濃するか，体の他の

部分 に毒が転移するか して結局死を招 くので

ある。通常，末期に外科手術が行なわれてい

た。

死骨片 を取 り除いて排 濃する技術が開発 さ

れ，世に広 まったのは，ようや く1874年 にな

ってからであった。また，腐骨摘出手術 とい

う手術法が確立 したのは， 第一次世 界大戦後

のことである。つ まり，ジ ョセブ ・ス ミスが

手術 を受けた時から一世紀も後の話であ る。

1813年 のあの手術 を，ルーシー ・マ ック ・ス

ミスはこう書 き記 している。「医者たちは足の

骨に穴をあける手術 を始めた。 まず最初に冒

されている方，それからその反対側， そして
かん し

鉗 子 で そ の 骨 を 折 り と っ た 。」

ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミス が こ こ で 述 べ て

い る 手 術 法 こ そ ，1874年 に 開 発 さ れ た とい う

技 術 そ の もの で あ る 。 ニ ュ ー ハ ン プ シ ャ ー 州

のレバ ノンとい う小さな村で，60年 も前に ど

うしてその ような手術ができたのであろうか。

末 日聖徒はその理由 を偶然の一致 とは思わ

ないであろう。あま り知 られてはいないが，

『教会歴史』の原稿の中で
， ジョセブはその

医師たちの名を挙げている。その医師たちは

ス ミス家か ら8キ ロほど離れたニューハンプ

シャー州ハ ノーバーにあるダー トマス医学校

の 「ス ミス，ス トー ン，パーキンス」の3氏

であった。

彼らは， どこにで もいるあ りふれた田舎医

師ではなか った。マサチューセ ッツ州 ケンブ

リッジのハーバー ド医学校 出身のナサン ・ス

ミスはダー トマス医学校 を単独 で興 し，後に

ニューイ ングラン ドの医学校 を3校 創設した

人物で，ニューハ ンプシャー医学会の会長 で

もあった。ジョセブ ・ス ミスの手術 をする前

に， コネ チ カッ ト州 ニ ューヘ ブンのエール.

医学校の内科，外科主席教授の地位 を与えら

れていた。 しか し，彼は1813年 に，二.ユーハ

ンプシャー州ハ ノーバー一帯に猛威 を振るっ

たチフス病患者の治療のため，ニューヘブン

行 きを延期 していたのである。

サ イラス ・パーキンスはナサ ン ・ス ミスの

教え子で，ダー トマ ス医学校の卒業生である。

そして当時，解剖学教授 として恩師 と共に医

務に携わっていた。

ス トーンもス ミス教授 の教え子であったよ

うである。 ダー トマス医学校の初期の クラス

名簿には，ス トー ン姓の学生が数名 いる。

さらに注目すべ きこ とは，ナサン ・ス ミス

が当時ア メリカで最高の医学者のひ とりであ

った ことと，彼が自力で早1798年 に骨髄炎の
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手術を考案 し，それ を1827年 に発表 しなが ら，

以後2世 代 も使用 されなかった という事実で

ある。すなわち， 日の目を見 る数世代前に，

アメリカでは彼だけがジョセブ ・ス ミスの足

を治すことのできた人だったのである。

ナサン ・ス ミスは，学校教育を受けずに3

年 間ニューハ ンプシャー州の コーニ ッシュで

開業した。 しか しその3年 後，力の足 りなさ

を感 じた彼は，創設問もないハーバー ド医学

校 を志願 した。そして5回 生 とな り，1790年

に故郷へ帰って医者になった。

彼は医学の水準 を高め，医療技術の向上 を

図ることを自分の使命 と感 じていた。そこで

ダー トマス大学の理事に医学校の設置 を請願

し， 自らスコッ トラン ドのエ ジンバラで1年

間，器具器材，書籍，臨床例の収集に努めた。

1797年 の彼の初講義は，ダー トマス医科大学

の初 まりであった。 』

彼は13年 間，解剖学，化学，手術，医薬，

医学理論および実践を一手に引き受けて教 え

ていたが，1810年 に なってニューハ ンプシャ

ー州議会の認可がお り
，パーキンスが解剖学

教授 として迎えられた。

しか しふた りとも，一定 した報酬はな く，

授業料 と共同で行なった診療代が収入のすべ

てであった。ス ミス博士はニューイングラン

ド北部で大勢の医者 を育てたため，難 しい症

例についてよく相談 を受けた。その度に，彼

はほこ りっぽいでこぼこ道 を馬に乗って出掛

けた。 また，訓練の一部 として，10人 か ら20

人の医学生 を同伴す るのが常 であった。

これはジョセブ ・ス ミスの場合に も同じで

あった。ス トーン博士が ジョセブの足の手術
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に2回 失敗 したあと，母の.ルーシーはほかの

医師たちの所見を聞きたい と願 った。その結

果，ナサン ・ス ミス と，サ イラス ・パーキン

ス，それにダー トマスの医学生たちが，手術

に訪れたのである。

初めは足 を切断することが提案 された。 し

か し，ルー シー ・マ ック ・ス ミスは，差 し当

たって局部の切除手術に とどめてほしいと願

い出た。ルーシーの手術描写は正確で，当時

のダー トマス医学生の ノー トに書かれていた

手術記録 と一致する。

この手術は成功 し，ジ ョセブの傷跡はいえ

た。骨がむ き出しになるほ どの傷 口が非常に

早 く回復 したことは，実に奇跡的である。そ

れまでのナサン ・ス ミスの臨床成績 も素晴 ら

しく，切除手術後に切 断手術 をしたという話

はひとつ もない。このようにして，ジ ョセブ

は3年 間松葉杖の世話になった後，命 も足 も

助かったのである。

チフスの流行が下火にな り，足の手術が終

わった後，ナサン ・ス ミス とジョセブ ・ス ミ

スは共にニューハ ンプシャー を離れた。ナサ

ン ・ス ミスはエール医学校の教授 とな り， そ

れか ら3年 後，ジ ョセブはニュー ヨー ク州パ

ルマイラに移 り住み，バーモン ト州へ戻って

いる。 そして，やがて主の大いなるみ業を始

め るこ とになるのである。

これを偶然 とは言いがたい。手術の失敗 を

2回 経験 して もまだ足の切断 を拒否した勇気

ある少年 と，ナサ ン ・ス ミスが骨髄炎手術に

関 して合衆国一の権威者であることを知 らず

に切除手術 を願 い出た母親。時と人とが劇的

な結合 をみたのであった。



「家 族全員で神殿に入・た 日・父と母は と

て もうれしそ うで した。あんなに幸せ

そうな両親 を見たのは初めてです。みんなで

聖壇の周りにひざまずいて手を組んだ時，『私

たちは永遠の家族になった』 という実感 を味

わい ました。」

「神殿で結び固め られた 日か ら心底夫 を愛

するようになったように思います。」

「神殿に行 って永世にわたる結び固め を受

けた日は，生涯で最良の 日でした。永遠に懐

か しい大切な 日になると思います。」

「結び固めのためにあの神聖な建物に入っ

て以来，穏やかな平安 に満たされています。

あの時ほど，妻や天父 とひ とつであるという

気持 ちを感 じたことはあ りません。」

毎年，このようにして大勢の聖徒たちの夢

生 涯 最 良 の 日

ジ ェ イ ・A・ ペ リ ー

鑑

蔭

響



がかなえられている。この世の結婚 をすでに

終えている伴侶 と，神殿で永遠にわたる結 び

固めを受ける人々は実 に多い。その中には，

以前あまり活発ではなかった教会員もいれば，

非教会員と結婚 した人もいる。また， ある種

の習慣 を断ち切 れずに長年許可を得 られなか

った人々もいる。

彼らはそのような状態か らどの ように して

抜け出 し，神殿のもたらす喜びにあずかるこ

とができたのであろうか。

ある教会員はこう語っている。「数年前まで

は，家 を空けて仲間 と玉突 きをした り，酒 を

飲んだ りするのが最高だ と思っていました。

しかし今考 えてみて も， どうしてそ うだった

のか，当時の気持ちが さっぱ り分 からないん

です。テキサスに引っ越して も，大体似 たよ

うな生活でした。教会には行かないし，宗教

のことはほとんど考 えませんでした。そこで

妻は監督のところへ相談に行 ったのです。監

督が長老定貝会の会長に協力を要請 したこと

は言っまでもあ りませ ん。会長はそのことで

祈 り， 自ら私 たちのホームティーチャーにな

りました。それか らおか しなことが起 きたの

です。彼が初めて訪れて来た 日， どういう風

の吹きまわしか， それまでホームティーチャ

ーを家の中に一度 も入れたことのなか った私

が彼を家に入れたのです。彼は私のこ とを心

に掛けて くれる友人 として私に接 して くれま

した。彼は私にスポー ツは好 きか と尋ね まし

た。スポーツの大好 きな私は， この言葉にす

ぐ心を開きました。す ると，バスケ ットボー

ルをしているか らチームに入ってほ しいと誘

われました。私 は喜 んで承知 しました。こう

してチームの素晴 らしい仲間 と知 り合 ったこ

とで，飲み友達 は本当の友達 ではないという

気持ちを持つ ようになりました。」

しか しこの見弟は， まだ教会に出席 しなか

った。毎月の.ようにホームティーチャーか ら
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誘 われたが，「毎月，何か と言い訳 を作 りまし

た。生活を変えなければならないのが恐ろし

かったのです。 しか し会長は言 い訳をする私
しゆうち

に罪悪感や差恥心 を少 しも感 じさせ ませんで

した。それで，彼が家に来て も私は くつ ろい

だ気持 ちで楽 しく過 ごせ ました。やがて私の

父が亡 くな りました。その時， 自分の生活 を

父が悲 しんでいたことを知って， もう父や母

を悲しませ ることはしない ようにしようと誓

いました。そ して，次の 日曜 日に，私 は初め

てヒュース トンの教会に出掛.けました。教会

貝たちは私 をまるで活発な会員に対す ると同

じように受け入れて くれました。」

その後は，妻子 と共に神殿への新たな道 を

歩み続けるだけであった。

他の人々の愛 を感 じる時，あるいは悔い改

めに奮闘する時， 人生は静かにゆっくりと変

わってゆ く。

1972年 に，ある夫婦 と6人 の子供 たちが神

殿で結び固めを受けた，「家族全員で神殿に入

った 日，父 と母はとてもうれ しそうでした。

あんなに幸せそ うな両親を見たのは初めてで

す。あの 日の幸びは，20年 間努力 を続けた賜

です」 と，娘のひとりが述懐す る。また，母

親はこう語る。「私は信仰篤い末 日聖徒の家庭

で育 ちましたが，改宗できると思って非教会

貝 と結婚 しました。確かに，私の希望通 り主

人は1953年 に教会に入 りました。けれ ども，

それが私に うるさく言われたせいだというこ

とはす ぐに分か りました。それ まで一度 も口

に したことがなかった とい うのに，バ プテス

マを受けてから， タバコや酒を始めたのです。

.私はがみがみ口うるさか っただろ うと思いま

す。私 は勝手に子供たちを教会に連れて行 き，

家に帰れば教会に来なかったと言って主人 と

口論 しました。」

このような状態 を変えたのは何だったので

あろうか。「その何年か，私は一生懸命に祈 り



ましたが，ただ祈るだけで主の答えを聞こう

としていませ んでした。また，答えを聞いて

も， それを無視 しました。 こうして事態が絶

望的になって初めて，私は主の方法によるし

かないと考 えるようになったのです。『現在の

彼を愛 しなさい。彼の歩むに まかせ なさい』

と，みた まが ささや きました。そこで私は，

その勧めに従いました。すると，それか ら間

もなく，私たちは神殿に入ることができたの

です。」

同じ頃に，主は彼女の夫に別の形で手 を差

し伸べてお られた。職場の同僚がジョセブ ・

ス ミスのことを物笑 いの種に し始め たので，

その話が本当か どうか知 りたいと思 ったので

ある。彼はもしも同僚の言 う通 りであるなら

ば，教会を離れ ようと思?た 。.「私はモルモン

経 を読み始め ました。それまでモルモン経 を

理解 しようと真剣になったことがなか ったの

で，これは素晴らしい経験 でした。その結果，

同僚たちに対 して教会 をどの ように弁護 した

らよいかが分かると共に，真理 を知 りたい と

「家族全員で神殿に入った 日
，父と母は

とてもうれ しそうでした。あんなに幸せ

そうな両親を見たのは初めててす。あの

日の喜びは，20年間努力を続けた賜です。」

いう気持 ちが湧き上がってきました。そこで

私は教会に戻 りました。その間，妻が黙って

私 を助けて くれたことも驚きでした。以前 な

ら私が戻れば戻ったで 『だか ら言 ったで しょ

う』 と言ったはずの ところを，何 も言わず，

ただ私の手を取って，私が幸せ になることな

ら何で も手伝いたいと言 うので した。」

こうして彼は宣教師の レッスンを復習 し，

福音 を学んで教会に出席するようになった。

また， 断食 日曜 日の証 も彼に大 きな感化 を与

えた。こうして彼は酒を断ち，禁煙にいどん

だ。「7年 間タバコを吸 っていましたが，意志

は堅 い方 なのでやめ るのは簡単だ と思 ってい

ました。 ところがい くらやめようとして も，

それができないのです。やめようと決意す る

度 に何 か が起 きて，ふ と気 付 くと指に タバ

コをはさんで口か ら煙 を吐いているという具

合で した。主に祈 り求めればタバ コを吸いた

いという気持ちをな くして下さるという話は

聞いてい ましたが，私にはだめでした。それ

だけの強い信仰が私になかったのか，主が私

にそれを通 じて もっと成長す ることを望 まれ

たか らだ と思い ます。自分にはやめられない

ということを知っただけで した。それで も私

は主に祈 り， どんなに難 しくて も再びタバ コ

は吸い ません と約 束しました。それは容易で

はあ りませんでした。実際，今で も，タバ コ

の匂い をか ぐと吸いたい衝動 に駆 られます。

で もあの時以来誓いを破 ったことは一度 もあ

り.ません。」

「.もし計画 を立てなかった らこうはできな

かったと思います。ホームテ ィーチャーから，

一番大切 なことは神殿に参入できるように 目

標 をきちん と定めて，次に予定の 日時 までに

目標 を達成す るこ とだ と教わ りました。そこ

で， まず全部の集会に出席 しようと決めまし

た。で も，夜勤があるので大変でした。神権

会 に出るためには，たった1時 間 しか睡眠時

間 を取れませ ん。 しか しとにか く，出席 しま

した。次の 目標は知恵の言葉 を守ること，3

番 目が什分の一 を納め ることでした。このよ

うに目標 を立てることは とて も効果的でした。

それぞれの目標 の達成には期限をきっていて，

最後に神殿に参入する 日付 を決めてお きまし

た。私たちにはこの方法が良かった と思いま

す。」'

イギ リスに住むある夫婦 は，神殿に参入 し

たことのない人のための特別セ ミナーに誘わ
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れた。「私た ちは毎週，主の戒め を守る こと

によって祝福 を受けた人々や， 自ら生活 を変

えて神殿に参入 した人々の証 を沢山聞きまし

た。それは とて もためになりました。また，

福音に関してその週に努力す る割 り当てを毎

週与えられました。」そのセミナーが終わると，

夫妻は神殿に参入す る準備が できたと感 じ，

必要な面接 を受けた。「1973年11月9日 に，私

たち夫婦 はエンダウメン トを受けて，ジ ョン

とジェ ミー を永遠の子供 として私 たちに結び

固めていただきました。生涯 で最良の 日でし

た。」

また別の姉妹は， 自分の家族が神殿に参入

するまでの経過 を語 ってくれた。「私がすっか

り不活発になって しまった最大の理由は，知

、恵の言葉 を守 らなか ったことにあ ります。立

派な教会員に囲まれた中でいつ も罪悪感 を感

じていたのです。その ような時に夫が違 う州

に転勤になって，ホームティーチャーが私た

ちを訪ねてきて下さいました。ファカ トー兄

弟 とマーセク兄弟のおふた りです。兄弟たち

についてひ とつ感動 したことは，私が知 恵の

言葉 を守っていないことをあれこれ言わず，

私の守っているほかの戒めにつ いて話 して下

さったことです。このように して，訪問が度

重なるうちに，兄弟たちの好意 と親切がよ く

分かって，状態が良 くなって きました。マー

セ ク兄弟はふた りの娘 を迎 えに来て，飼育 し

ていらっしゃるうさぎをふた りに見せて下 さ

い ました。ファカ トー姉妹は私に電話 をかけ

ていらして，昔か らの友 達 の ように お話 し

ました。私たちは教会に行 ったことがない と

い うのに，まるでワー ド部の全員が私たちの

ことを心に掛けて下さっているようでした。

私たちはホームティーチャー とワー ド部の新

しい友人たちのお陰で，知恵の言葉や そのほ

かの主の戒めが守れるようにな り，神殿に行

くことができました。正 しい生活 をしている
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皆 さんの幸せな様子 を見 て，私 たちに..も必ず

同じことができると思 ったのです。家族で結

び固め を受けたあの 日は，一生で一番素晴ら

しい 日で した。」

状況や人物は様々に異なるが， このような

証は数 えきれない。その中で，神殿に参入す

る準備 をした人々の気持ちは共通 してお り，

ただひ とつである。カナダに住むある夫婦は

このように語っている。「思ったぼ ど難 しくは

あ りませんでした。最初は とて もできない と

思 っていたのですが， 自分 自身 をよく見詰め

て何 を変えるべ きか を知 ってからは考 え方が

変わ りました。」大勢の入が，完全にならなけ

神殿 に参入 しようとする会員は，道徳的

に清く，指導者を支持 し，什分の一を完

納 し，隣人に対 して正直て，知恵の言葉

を守リ，安息 日を聖 日とし，集会に出席

し，教会のさまりや教えに従 うように努

めなければならない。

れば神殿に参入できないと考 えている。 しか

し，祝福 を求めて熱心に準備す る人は，神殿

に参入 しなければ完全を望めないことを悟 る

であろう。エンダウメン トと結び固めは，一

定の資格 を満 たす聖徒たちに，なお一層の進

歩向上 を促す もの として授け られるのである。

その資格条件は多 くない。 しか し，それで

は 自分は何 をすべ きか という観点か ら現実 を

見 ようとしない人々には途方 もな く大 きく見

えるものである。神殿に参入 しようとす る教

会員は，道徳的に清 く，指導者 を支持 し，什

分の一 を完納 し，隣人に対 して正直で，知恵

の言葉 を守 り，安 息 日を聖 日とし，集会に出

席 し，教会の きま りや教 えに従 うように努め

なければならない。

神殿で家族 の結び固めを受 けたい と望む夫



婦は， ホームティーチャーか神権指導者 と一

緒に， 自分は何をする必要があるか，上記の

資格を検討 してみ るとよい。ほ とんどの点で

資格を満たしていることに気付 くであろう。

次いで， どの ように，いつまでにその他の点

で自らを備 えるか を明記 した着実な計画 を立

てるようにす る。ほ とん どの人が，思 ってい

たより難iしくないことを知 ることだろう。難し

いのはその気になって頑張ることだけであ る。

結び固めの儀式のもた らす報いは大 きい。

あ る姉妹 はこう述べている。「父は神殿に行 く

前は横暴です ぐに どなってばか りいました。

でも今は穏やか で，紳士的で，愛情豊かです。

私は何度か父 を憎 く思 ったものです。 そして

母に，父は家族 ではない ようだ と言ったもの

で した。それが，今は とて も優 しくなって，

同 じ人 とは思 えないくらいに戒め をよ く守っ

ているのです。素晴 らしいことだ と思 います。

それは，父 自身が私たちを神殿に連れて行っ

て家族の結び固めを受け ることができるよう

に，主の助けをいただいて 自分 を変えたせい

だ と思います。」

「私の祖父は
， 自分の生活を変えて活発に

なり，神殿に参入 しました。その後，祖父は

何年 も無意味な生活を送 ってきたことを残念

が っています。幼児の祝福がある度に，静か

に涙を流すのです。祖父は教会に不活発であ

ったために， 自分の子供 たちの祝福 を.自分で

しなか ったか らです。儀式 を施すために受け

ていた神権 を使ったことが一度もなか ったの

です』その祖父 もずいぶん丸 くな りました。

今 では とて も謙遜になって，安 らかな生活を

送っています。」

「私 は悪い習慣 をやめ られないことで自己

嫌悪に陥ってい ました。 自分が霊的に夫の足

を引張っていることを承知 していました。そ

れで，神殿の準備 をしなが らひ とつずつ習慣

を克服 したのです。今は生 まれ変 わったよう

に感 じています。そして，今の自分なら天父

に受け入れていただけ ると信 じています。こ

の ような素晴 らしい気持ちを感 じたのは生ま

れて始めてです。」.

結 び固めの もたらす究極の祝福は，この世

で知 り得ないものである。最近の断食 日曜 日

に，シャロンというひ とりの姉妹がポール と

い う小 さい子息の話 をされた。ポールが自宅

近 くの灌概用水路で溺死 したとのことであっ

た。 シャロンと夫 のマ ックスは深 い絶望 に沈

んだ。夫妻には長年子供が恵まれず，何回も

の流産の末に，や っと祈 りがかなって生まれ

た子供がポールだったからである。夫妻は初

めから， ポールに愛 と英知 と素直さのあるこ

とを感 じていた。ポールの存在は彼 らにとっ

て絶大であったがために，逆にその死は非常

な苦悩 をもた らした。

その不幸があって3週 間後， シャロンはワ

ー ド部の会員たちの前 で
， その試 しに どのよ

うに応 えたか を話 した。彼女の涙は乾いてい

た。 しか し，彼女 を知 る人々は，彼女が心の

内で泣いていることを知 っていた。

「兄弟姉妹の皆様，この2，3週 間，皆様

の助け と励 ましをいただき，あ りが とうござ

いました。 とて も大 きな試練で した。……」

彼女は口ごもって 目を伏せ た。その後話を続

けようとしたが声にならず，は っきり話そう

と懸命であった。「で も，天父が私 を愛 して下

さっていることが，前 よりももっとよく分か

るようにな りました。小さなポールが，マ ッ

クス と私が一生懸けて努力して達する目標を

もう達 成 してしまったことを知 って，本当に

感謝 しています。私たちが家族 として聖なる

神権によって結び固められたこ とが大 きな慰

めです。 もしそれがなかったら， とても耐え

きれない経験で した。私は，ふさわ しい生活

をす るならば家族が また一緒になれるという

こ とを，はっき りと知 っています。」
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質 疑 応 答
本誌の回答は問題解決の一助として与えられたものであ

り,教 会の教義を公式に宣言するものではあり.ません。.

ユ タ州 ヒーバ ー東 ス テ ー キ部

ステ ー キ部 長

日 バ ー ト･F･ク ラ イ ド

祈 リや話の最後に聴衆も｢ア ーメン｣

と言いますが,そ れはな'ぜ大切なの

で しょうか。

｢アー メン｣と いう言葉は,何 千年 も前か

ら使われてきました。事実,こ の世 に教会の

ある時は,い つの時代にも,'祈 りと説教は｢ア

ー メン｣と い う言葉.で閉じられてきました。

ダビデは,旧 約聖書の詩篇106編 を次のよ

うな言葉で締め くくっています。｢イ スラエル

の神,主 はとこしえか らとこしえまでほむべ

きかな。すべ ての民は 『ア ァメン』 ととなえ

よ。｣(詩 篇106:48)

次 に,主 がモーセを通して,偶 像礼拝につ

いて語 られたみ言葉 を見てみましょう。｢『工

人の手り作である刻 んだ像,ま たは鋳た像は,

主 が憎 まれるものであるか ら,そ れを造 って,

ひ そか に安置する者はのろわれる』。民は,み

な答えてアァメンと言わなければならない。｣

(申 命27:15)

パ ウロも,｢ア ー メン｣と いう言葉が使われ

ることをコリン ト人に教えています。｢1コ リ

18

ン ト14:16参 照)

十二使使評議員会の会員であるブルース･

R･マ ッ コンキー長老は,次 のように述べて

います。｢聖 書では約20回 ∫アー メン』とい う

言葉が出て くる。モルモン経はその約2倍,

教 義 と聖約に至 ってはほ とんどすべての啓示

が 『アー メン』とい う言葉で閉 じられている。｣

(M∂7翅oπZ)06〃 勿θ｢モ ルモンの教義｣p.32)

また今 日,教 会幹部は次のように勧告 して

います。｢現 在教会の会衆の間で,祈 りと話の

結 びに使 う 『アー メン』の声が 目立 って小さ

くなっている。話 された内容に対す る同意 と

承諾 を示すために,全 会員は聞こえる大 きさ

の声で 『アー メン』 と言 うべ きである。教会

のすべての集会 と集ま りで,『 アーメン』の言
の

葉をもって気持ちをひ とつにするよう再 び強

調す る必要がある。｣(｢神 権 会報｣第9巻 第5

与,P.4)

祈 り.や説教 を｢ア ーメン｣で 結ぶ とい う指

示や勧告 に従 うのはもちろんですが,こ の言

葉 を用いる理 由をもう一度見直 してみるこ と

も必要です。多 くの人は,｢ア ー メン｣と 言う.

こ とは単に同意すなわち｢そ の通 りです｣と

いう気持ちを表明す るに過 ぎない と思ってい

るようですが,実 際にはそれ以上の非常に深

い意味があるのですξ

神の聖徒は誓約 を交わす民です。バプテス

マ,聖 餐,神 権,エ ンダウメン ト,永 遠の結

婚の結び固め を受ける時,聖 徒たちは誓絢 を

交わ します。会衆が 【アー メン｣と 言 うのは,

祈 りや話に同意す る旨を表明.するだけでな く,

それ らの祈 りや話の中で述べ られた原則に従
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私は,バ トリックの墓地で捧げた奉献の祈

りの中で,私 たち家族がふ さわしい生活をし

て,い つの 日かバ トリックが現在 いる完全な

場所で彼に会 うことが できるように と,一 心

に天父にお願い しました。6年 経った今 も,

私 たちは同 じ祝福 を願 って祈 りを捧げてい ま

す。これが また,そ の 目標 を達成するための

家族の励み とな り,チ ャレンジとなっています。

私 たち家族は,こ の尊い息子であ り兄弟で

あるバ トリックといつの日か再会 して,家 族

として生活できるよう祈 っています。また,

現 在のバ トリックの幸福 と成功 を祈ることも

ふ さわしいと感 じてい ます。いずれにしても

私たちは,バ トリックが万事 申し分のない状

態にあるこ とを知っています。幼 くして死ん

だ子供は欠けるところなく,主 の王国に住むに

ふさわしい と主が約束 しておられるからです。

私たちは,幸 いにもバ トリックの墓が近いの

で,と きどきその墓 に出掛けて行 き,家 族の祈

りを捧げます。その うち子供 の口から,｢バ ト

リック兄さんのお墓に行 ってお祈 りしようよ｣

という言葉が聞かれるようになることでしょ

う。墓 に行 く度に私たち家族は,永 遠に関わ

る神聖で重要な事柄について語 り合 い,霊 的

な時 を過 ごしています。

私たちは,今 この世 に生 きている子供たち

と変わ りな く,バ トリックが私 たち家族の一

員である という気持ちを持 っています,そ し

て,彼 の誕生 日をいつも忘れず,ケ ーキを作

って祝 うように しています。 これは子供たち

にその意識 を持たせ るのに価値があると思 う

か らです。バ トリックは実在 してお り,そ の

小 さな肉体はいつの 日か復活 します。そ して,

私 たちは家族 として永遠に一緒に住め るので

す。私たち夫婦はこのことを心か ら信じてい
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ます。 またこのことを,子 供たちに も理解 さ

･せたいと思 っています。 これは親 として子供

たちに是非 とも望む ところです。

バ トリックが死んだ後,私 たち夫婦は4人

の子供 を授か りました。そ して今,白 い'皮表

紙の覚 えの書によって,彼 らにバ トリックの

ことを教えるこ とがで きることを心か ら感謝

しています。この覚 えの書には,バ トリック

に関す る証明書や,病 院,葬 儀,埋 葬 の写真,

手紙,そ の他の小 さな貴重品を収めておりま

す。 この覚 えの書 を見 る時に,私 たち夫婦に

も,ま たバ トリックを知らない子供たちに も,

彼 の存在が身近に感 じられ るのです。

妻のサ ンディー と私は,主 がこの幼な子の

誕生 と死 を,最 も麗 しくかつ霊的な家族の体

験のひ とつ として下さったことを心か ら感謝

してい ます。私たちはこの体験 を特別な恵み

と受け取っています。主は,私 たちがバ トリ

ックの生と死を甘受できるようにして下 さい

ました。私たちはバ トリックの思い出だけで

なく,彼 と共に過 ごした,神 より与えられた

数 日間の特別な日々の思い出も大切 にしてい

ます。あの出来事があった時に私たちは,教

会の書物を沢山読んで,幼 くしてこの世 を去

る子供たちに関 していろいろなことを学びま

した。私たちは,幼 な子に関 して主が述べて

おられる約束 と彼 らの将来について,親 とし

て,ま た家族 として,感 謝の気持 ちを語 り尽

くすことはできません。私たち家族は四六時

中バ トリックのことを考 え,彼 のことばか り

を話 しているというわけではあ りません。し

か し私たちは彼を忘れることがないようばと

努力しています。また,バ トリックが私たち

に残 して行った特別なチャレンジと約束をい'

つ も忘れないように しています。
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しましょう。(1)有能 な役員 とは,管 理す る人々

を成功へと導 くことのできる人である。(2)す べ

ての割 り当てと,特 定の時までに達成できるよ

う,明確 な説明を加 えて割 り当てる。(3)割 り当

てを与える時に,結 果の報告 日を定め,記 録 し

てお く。その記録に基づいて報告を要請する。

役員は何事 を行な う場合に も,入 念に計画

を立て,日 程 を組み,そ れに従 う必要があ り

ます。この場合,基 本的な骨組みさえ組めれ

ばよ く,決 定 を下すのに長 々ど話 し合 う必要

はあ りません。 これは,会 長会で責 任分担 を

行な うこ とによ り効果的に実施す ることがで

きます。また,自 分が管理 し報告 しなければ

ならない分野は何か を知 ることもで きます。

なおすべての集会について基本的なアジェン

ダを作成す るこ とが必要です。

地域に よって特殊 な問題 を抱 えているとこ

ろもあ ります。マサチューセ ッツ州ボス トン

ステーキ部 の各ワー ド部,支 部は,1,2の 例

外を除いて,い ずれ もソル トレー ク盆地全域

(幅 約24キ ロ,長 さ約32キ ロ)に 相 当す る広

さ,あ るいはそれ以上の地域 を管轄 してい ま

す。30近 い町や市 を集めても姉妹たちはわず

かで,ひ とりしかいない町 もあ ります。そこ

で私 たちは,各 ワー ド部,支 部の詳 しい地図

を入手 し,一 人一 人の姉妹 の居住地 を書き込

む よう提案 しています。

改宗者が急増 している今 日,会 員総:数はめ

ま ぐるしく変わります。そのため,会 員記録

と訪 問地区の割 り当てはいつ も最新の状態に

してお くことが大切 です。そして,こ れ らの

記録 を用いて,各 会員の活動や成長の相違 を

知 ることがで きます。この ような配慮をしな･

い と,個 々の状況 を見過 ごし,結 果 として一

部の会員 を失 うことになるで しょう。また扶
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助協会の役員は,教 会の伝道プログラムの一

環 として,新 し く来た姉妹 たちに絶 えず気 を

配 り,温 か く迎えるよっに しましょっ。これ

は役員の非常に大切な務めです。

しか し,何 よ りも大切なのは,組 織 を秩序

立てて,運 営の備えをし,｢命 の息｣(創 世2:

7)を 受 けるこ とです。主がこあ命の息をど

のように扶助協会の役貝の中に吹き込 まれる

か を理解 していただ くために,ひ とつの経験

をお話 したいと思います。

ある朝早 く,新 しく召 されたばか りのあるワ

ー ド部扶助協会会長か ら電話がかか ってきま

した。前夜特別な役貝教師会を開いた とのこ

とで,喜 びを隠 し切れずにやや興奮気味に,事

の次第を話 して くれ ました。彼女たちは断食

をして集まり,自 分たちの努力に対 してみたま

の祝福があるよう謙遜 に願 い求めたそうです。

ひとりの姉妹は,教 会の活動に参加す るのに

扶助協会 と訪問教師プログラムが どのような

力添えをして くれたか とい うことと,自 分に

対する姉妹たちの愛 と献身的な働 き掛けにつ

いて語 りました。また,別 の姉妹は,祈 りの

気持ちをもって聖典 を研究 し,そ の教 えに触

れることか ら豊かな恵みを受けたことにつ い

て語 り,も うひ とりの姉妹は,扶 助協会にお

ける姉妹同士の思いや りと愛か ら大 きな影響

を受けたことを話 しました。また,イ エス･

キ リス トが神の御子 であ り,福 音が神よ り与

えられたものであるとい う証 と知識 を持つこ

との大切 さについて語 った姉妹 もいたそうで

す。共に讃美歌 を歌い,証 を分かち合 うこと

で,彼 女 たちは主のみた まによってひ とつ と

なり,平 安 と喜びを得ることが できました。

愛 と喜びに満 ちだこの女性 たちは,必 ずやワ

ー ド部全体に恵みをもたらすこ とで しょう。

→

嘲
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ばな りません。
あたま

ルシフェルは,と て も頭 の よいれい
い

で した。ル シフェル は,｢わ た しに行 か

せ て くだ さ い。 わた しは,か な らず み
かえ

んな をまたつれて帰 って きます。む り
ただ

や りに正 しいこ とをさせ ますか ら｣と,
い

言 い ま した。
じ ぶん

ル シフ ェル は,こ う まん で,自 分 の

かんが てん

ことばか りを考 えるれ いで した。天の
とう

お父 さまの けいか くをよ くは たして,

ほめ られたか ったの です。
てん とう

け れ ど も,天 のお 父 さ まは こと わ り

ま した 。 そ の ため,ル シ フ ェル は は ら 』
た ぶん じ ぷん

を立て,れ いたちの3分 の1を 自分に

したがわせ ました。 そ して,と うとう.
てん お だ

天か ら追い出されて しまいま した。 こ
いま

･のル シフ ェ ル は
,今,｢サ タ ン｣と か,

｢あ く ま｣と か よば れ て い きす
。
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サ タンと,サ タ7に したが うれいた
か らだ

ちは,わ た したちの ように体 をもつ こ
いま よ

とが できませ ん。そ して今,こ の世 に

いて,わ た したちをゆ うわ くし,わ た
わる ロ

したちに悪 いこ とをさせ ようとしてい

るのです。サ タンた ちは,わ た したち
てん とう かえ

が,天 のお父さまの ところへ 帰れない

ように,じ ゃましようとしてい ます 。
てん とう

もうひと り,天 のお父 さまのけいか

くをおこなお うとしたれレ}がい まし々。
てん とう

そのれいは,天 のお父 さまの さい しょ

の子 どもであるイエス さまで しを･イ{

エ ス さ まは,わ た した ちが この世 で,』

自券 の慧 うままの こ とがで きるように,1

｢『じ ゆ うい し』 を あ た え ま し ょ う｣と
,

てん とう 　 　

天 の お 父 さ まに お っ しゃ い ま した 。'f

イ エ ス さ まは,わ た した ちの い ち ば
にい

んのお兄さんで,わ た したちをとて も,
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じ ぷん かみ

わた した ちはみな,泊 分 が神 さまの
こ し

子 どもであ るこ とを知 ってい ます。 で
わる

すか ら,悪 いこ とをす るように さそわ

れて も,｢ぼ くは しない よ｣｢わ た しは
い

しな い わ｣と 言 う,ゆ う き を もつ こ と

が で き ます 。

てん とう かんが

天のお父さまは,わ た したちが考 え

てい るよ りももっ と,わ た した ちをあ

い して くださっています。｢ど こにいて

もわす れない｣と お っしゃって います。
てん とう

わた したちひ とりび とりが,天 のお父

さまに とってたいせつなのです。です
てん とう

か ら,わ た したちが天のお父 さまにい
はな

の り,あ い しているこ とを話 し,い ま

しめ をまもるこ とによってあい をしめ

す こ とが,た いせつ です。わた したち
てん とう

は,天 のお 父さまに したがお う とす る
てん

と ぎに,り っ ぱに せ い ち ょ うして,天

とう

のお父 さまのよ うになれ るのです。
よ せいかつ

この世の生活 は,わ た した ちがせ い

ちょう.するために ひつ よ うです。わた
よ

した ちは,こ の世 で,き ょ うだ い,し

ひと

まい として,ほ か の人び とのためには

た らき,い っ しょに｢え いえんのせ い

めい｣を える じゅんび をす るの です。
う

わ た した ち は,生 まれ て くる ときに,
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てん とう

天 の お 父 さ まの とこ ろに い た ときの こ

と をわす れ て しま い ます 。 け れ ど も,

｢せ い れ い｣は
,わ た謬し.たちが か み さ

こ こころ

まの れいの子 どもであったことを,心
なか おし

の中に教 えて くだ さいます。
じ ぶん

わた したちは,自 分が だれなのか,
よ

この世 でなにを しなければな らないの
し い

か,ま た死 んだあ とどこへ行 くのか,
し

知 ってお くこ とが たいせつ です。
てん とう

天のお父さ まは,わ た したちが この
か らだ とう かあ

体 をあたえて くれたお 父さん,お 母 さ
てん せいか つ

ん と,え いえんに天でいっ しょに生活

で きる ように,け いか くして くだ さい

ました。わた したちは,い ま しめ をま
てん とう

も るこ とに よ っ て,天 の お 父 さ ま をあ

い して い る こ と を しめ します 。 また,

からだ とう

この体 をあたえて くれたお父さん とお
かあ い

母 さん の 言 う こ とを き くこ とに よ って,
とう かあ

お父 さん とお母さん をそんけ い して い

ることをしめ します 。
とう かあ

お 父 さん,お 母 さん,し ょ と うき ょ

がっ こう せんせい

うかい と,に ちよう学校 の先生が たの
おし

教 えをきいて,そ の とお りにす るなら
ただ 　

ば,わ た した ちは正 しいこ とが おこな
ゆ てん

え るの で す 。 そ して,も うい ち ど,天

とう かえ

のお父 さまの ところへ 帰れるの です。

1

ヨ

1

.ー
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そう こ お

くり,そ れ を 『か ん とくの倉庫』に置
そう こ

くよ うにす る ん だ。 『か ん と くの 倉 庫』
た

に は,さ と うの ほか に も,い ろん な 食

もの お た もの か

べ 物が置か れていて,食 べ物 を買えな
きょうかいいん り よう

い教会 員が これ を利用 できるようにな
とう

って い る んだ 。｣お 父 さん は,こ の よ う

はな

に 話 し ま した。

きようかい

教会 のふ くしプログラムは,と て も
じ ぷん か ぞく

たいせ つ です。 自分 と家族 が しっか り
せいかつ

と生活 できるように,い ろい ろなこ と
まな

を学 ぶ こ と も,ふ くしプ ロ グ ラム の ひ

とつ です 。
ねん い じよう まえ

100年 以上 も前に,ブ リガム･ヤ ン グ
だいかんちょう きょうかい とう かあ

大管長 は,教 会 のお父 さん,お 母 さん
つぎ い

に,次 の よ うに 言 って い ます 。

おんな こ にんぎょう
｢も し女の子が人形 をほ しがった ら

,

それを もたせ ましょうか 。はい。 だれ
にんぎ ょう つく

か に人形 のふ くを作って もらい ましょ
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こ つく

うか 。 い い え。 そ の子 に,ふ くの 作 り
か た おし

方 を教 えな さい。 そ うすれば,い つか
じ ぶ ん つ く

自分 のふ くも作れ るよ うにな ることで
お とこ こ どう ぐ

しょう。 男の子 には道具 をもたせ まし
じ ぶん ぶ くる ま つ く

よ う。 そ して,自 分 でそ りや,車 を作
おお

らせ ましょう。 そ うすれば,大 き くな
どう ぐ つか

っ てか ら,い ろい ろ な道:具 を使 って,

にぐるま いえ もの じ ぷ ん つ く

荷車や家や,そ の ほかの物 を自分 で作

れるよ うにな ります。｣
じ ぷん もの つ く

み なさん,自 分 でい ろんな物 を作 る
ほうほ う し いま

方法 を知 るこ とが たいせつ です 。今,
もの つく かた まな

いろんな物の作 り方 を学んでおけば,
おお やく だ

大 き くなったときに役 立 ちます。み な
りょうり もの つ く

さん は,料 理や,さ いほ うや,物 の作
かた いまおそ

り方 を,今 教 わ って お き ま し ょ う。 こ
たの か ぞ く

れ で,楽 しむ こともで きます し,家 族
たす り

を助け るこ ともで きるか らです。
よ げんしゃ

わ た した ちの予言者,ス ペ ンサー･



6Z

。9アつ｣ぞ

⊇管喜詳〉)ズ≧認(ぎ;孕〉宇〉幽つ`)

つ.セo.臥季q喜詳〉ユγコ(乞:f`尋γ

§尋》尋9ア(∠)老`写1準喜四辞(∂坐
9マ7).

。←アつ3ぞ⊇

⑫身コ1(4翁導尋吾(客(季コ`写1γ§身》
ぐき

`塁ぞ〉鞭に1(圏=γ(〃々Y(〃4雲1む(4詳亙

ウマニウでぬマねゆマ

`毛1晦孝蜘獲。享払(〃⑫母⊃1ぞコ?
･へ

準4>藷･学

}し毎2窪孝マ4ズロ。乙つ〉?ωミラ〕殊
くヘガをアき

`⊃1婁ぞ?
.鼻⊃19T(〃コ`寧1γ喜身》

o畔
.鼻弘

ぞコ丸ヘコ(ゴ津,.動⊃1←マ1ソ劉`宰1ぞコ?

ン粛孝ぞ⊇畢董卯⊃1(〆4身尋⊃γy書毎
　　をアしれヰガ

辞`γ§彰窪qア`)/1⊃讐ア(〃o
もマ

o
.臥翠6尋⊃19ア管η(ゴ毛1〔阻〉ア母i貿逸

みイ　ナミひ

`)/1老Q
.私羊亀)4ぞコ管嘔孝ぞコ

つ

⑦γ§>4`⊃屡ぞ9(孝罐孝阜〔者…鼻(〃
をぼやくヰ　　し

鰍･を雷主憾･ぎ⊆劉･へ忌`庫つ(〃葦習(〃鰍
けほひをアむヰガギきむゆや

こv尊`む卑(堤…卦(〃峯癌`宰1γ書尋》
イヰヰラしれミを

。
.臥準q)一吾･4季孝輩平}←翠

ヨスつ

つ孝購認し菖〉｢蜂`ぞ壼昇管〉}つ ゆゆく　タリ　そスつ

需孝尊章習`》11老。垂獅へ).つ認9
タ　そコ　ソきむ　す

孝峯(〃(鰍こ〉尊〉辞}丈A冨⊃1逞`⊃1(〆
をアれゆママヰマれ

4(〃婁;～身{ト甲(ンθ)｢尊量音}｣`コ1士
　アコノソまヨココ

ω缶(〃04マ`宰1払i琢牽(〃･牲1`認準
フえヰラみミヰ

。享罫へ)
,し瀞艇萎循穿3耳
　ししヘミを

妾`).し(ゴ秘尋担留(〃沓目`コ畑矛`宰1
アコエぐツぽコヰコイニケ

臼4(}3士(〃妾。幸準･へ4秘3壬(∠)Y
をコツつほ

8`宰倒i貿準管(ぎO耳}⊃1よごぐ一}/
〉藷4享

。羊
.季q).し呈

曳､

マ⊃短ア?助孝濠癌ユ遙(〃岳學`⊇!季
　しれミをマれノソマコ

。
一臥罫へ}し曇マ⊃1←甲う辞》マ身老尋

く､

喚受畢ぞ鰍ン尊(〃沓由･1`⊃1瀦牽(〃).
ゆサミゆマリノソマソすラみくヰ

ン.9(〃考聯`罪1智晶:¥4/一津･く美･茄
丸､4(｢丁畢9ア臼γ･4頃詳τr`巴ムズ

,囲



うつわて しょうか,

かおて しょうか?

穫i

Q

亭
､
､
㍑
∵

し略

(
(

､

,

'

此

,

､

､

､楓
麟

年

'

､

"

炉
ウ

､

論

☆

炉

≒

"

÷

'
､

,

写罐

臨

このかいたんは,の ぼりはしめたら,い

つまてものぼりてす。また,く た りはし

めたら,い つまてもくたりです。

馨響織 熟津

てん をむす び ま しょう

/9

zoia
,

,7●

め

臥 ●15r5

"
.7z'B

2

.

ご㌔ ､

1!爆凝･

1嬢講
'臨 纏

壽 灘鍵羅

醗灘 難
響1茸 轡 磐･､,､､

･22

ウ い ノへ や

黛捧輝
姦轟濃擁
譲轍 譲
磁壽諏

聯

懸
.

隔

し黛

霧翰糠
繋

紺､

冒
よ

尊
い
ノ
W

塘
㍗
費
､.画》
敵
.

27

.26

2523●
･

32

9ユ8

　
･3129

熱%

畿翻〆
ヨ



嚢懸

{

■

」「

{該

難

強
騨欝欝

　う　う

・灘灘.
「灘融灘

、

鍵灘
灘+

躍、
灘羅

+懇難、

1繊難1灘詫

譲馨鑛難

、雛

1

1、雛

譲己

馨.
野男

〃くF1一匡・くH一「

臼塁顛郵ω

く八一口4;・」を6・刈孤/1μ一・L

身旦ま圏⑦計十



マ ーガ… ト・ジャ ドは・1臓 の時に・家

族 と共に大平原を横断 した。1849年 ， ゴ

ール ドラッシュの時代のこ とであ る。彼女は，

その体験 を鮮明に， しか もユーモア を交 えな

が ら文章につづっている。マーガレッ トが生

まれたのはカナダのオンタリオ， その地 で両

親は彼女が5歳 の時に教会に入ったのであっ

た。大平原 を横断後，60年 以上たってから，

マーガレッ ト・ゲイ ・ジャ ド・クロー ソンは，

回想記を書いた。そこには，聖徒 たちと共に

生活す るとい う家族の夢 をか なえるためにユ

タへ旅 した，十代 の開拓者のあこがれ と心情

が描かれている。 ソル トレーク ・シテ ィーへ

到着 してか ら3年 後，21歳 の誕生 日を間近に

して，マーガレッ トはハ イラム ・B・ クロー

ソンの2番 目の妻 となった。ハ イラムは，有

力な商人であり，実業家であ り， またブ リガ

ム ・ヤング大管長の財務責任者で もあった。

ハイラムとマーガレットの息子のひ とりであ

るラッジャーは，後に十二使徒定員会会長に

なった。マー ガレッ トは，1912年 に ソル トレ

ー ク ・シティーでその生涯 を閉 じた。時に81

歳であった。

◇ ◇

聖徒 たちがノーヴー を出てか ら，両親はロ

ッキー 山脈へ旅するのに必要 な幌馬車や その

他様々な用具 を手に入れるため，一生懸命に

働 きました。 しか しその間， 父は1，2度 ひ

どい病気で倒 れて しまいました。そのため，

出発を遅 らせ なければな りませんでした。父

は，幌馬車 を引く牛 を訓練す るのに相 当手こ

ずっていました。私は今で もその時の父の様

子 をはっきりと思 い出 します。牛は，雄牛が

2頭 ，雌牛が6頭 でした。雄牛の方はおとな
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し く言 うことをよく聞 きましたが，雌牛は乱

暴で手に負えませんでした。父はほかの人の

助けを借 りて牛を くびきにつなぎ，慣 らそう

と一生懸命でした。けれ ども牛たちは，父の

望んでいる方 とは逆の方角へ走 り出 したり，幌

馬車の後ろへ 回ってもつれ合 った りしました。

このような状態が何 日も続 きました。そし

て，父が牛を慣 らしている間，母は祈 り続け

ていました。後で母が話 して くれたことです

が，母 は，私たちが寝 てしまうと裏の果樹園

へ行って，他の聖徒たちと共に出発できるよ

う道 を開いて下 さいと，主に涙なが らに祈っ

たそうです。母は，聖徒 と共 に旅ができれば，

どんな困難にも喜んで耐 えるとい う覚悟でし

た。

母にはもうひとつの心配がありました。そ

れは，私が10代 ，それ も17歳 とい うロマ ンチ

ックな夢 を追 い求め る年齢だったことです。

人間の感 じや すい気持 ちを理解 していた母は，

どこかの青年が私の心 を惑わ して，母から私

を取 り上 げて しまうのではないか， また私 を

説得 して引 き留めてしまうのではないかと心

配 していました。母 は，教会なしでは生きて

いけませんで したし，子供 を残 して出発す る

こともで きませんで した。 そんな訳で，両親

は一刻 も早 く出発しなければな らない と言い

ました。

さて，父の努力のか いが あってか，数週間

もす ると，牛はす っか り慣れ ました。 そして，

っ いに，1849年5月9日 ，私たちは友達や親

せ きに別れを告 げて幌馬車 に乗 り込み，苦労

の多い長旅へ と出発 したのでした。その 日は

ちょうど，弟のライリーの16歳 の誕生 日で し

た。母 の顔 は， まことに喜 びで輝いていまし



た。 目的地 に着きさえすれば どんな困難 も気

にならない とい う風で した。

出発 した最初の夜，私たちは草原に野営 し

ました。父は，牛 をくびきか ら解 いて草原に

放 し， その後いな くなって しまわないように

見張っていました。私 たちは，火をた くのに

必要な燃料を集め，母 は夕食の仕度 をしてい

ました。 ちょうどその時，す さまじい雷雨が

襲 ってきました。そのどしゃぶ りの雨の中で，

私 たちは全員ぬれねずみになってしまいまし

た。す ぐ幌馬車 に潜 り込 み ま したが，風が

すごい勢いで吹いて きたため，幌馬車 も大 し

て守 りにはな りませんでした。火はもちろん

消えて しまい，結局その夜は夕食の仕度がで

きませ んで した。しか し，翌朝は太陽が まぶ

しく輝 き，すべてのものが乾きました。そし

て，私たちはまた旅 を続け ました。

アイオワ州の カウンシルブラフスまで何 日

かか ったか覚 えていません。しか し，そこで

1ヵ 月程野営 し，後続の隊 を待 ったことだけ

は記憶 しています。インデ ィア ンか ら身を守

るには，大勢で旅をす るのが一番安全だった

か らです。 しか し，旅 をしない時の野営生活

は何 とも単調です。そのため，再 び目的地へ

向かって出発す ることにな った時には，一同

大喜 びで した。すべてのものが美 しく輝いて

いました。私 は若 くて健康で した。私に とっ

て，すべてはバ ラ色でした。責任や心配事は

すべ て両親任せで した。

旅 の毎 日は，同 じことの繰 り返 しでした。

一 日歩い た後，夜営 をしま した。男の 人は

家畜の世話 をし，女の人は夕食の準備 をし，

食事が済む と，若者 たちはたいていたき火を

囲るで腰を下ろし，談笑 した り，歌った りし

ました。

野営生活では，だれ もがお互いの領分 を尊

重することになっていました。つま り，牛の

くびきやなべなど，旅に必要な用具 を置いた

場所は大切に しました。だれか若い仲間で も

来 ようものなら，私は居間の安楽椅子にで も

腰掛け るように，牛の くびきにゆった りと腰

掛けたものです。大平原での生活は，このよ

うで した。

弟は，小 さな女の子連れの未亡人のために

牛 を御 してあげていました。その女の子は，

とて もかわいい子で したが，母親はどちらか

と言 うとか な り変わっていました。弟の話に

よれば，彼女は毎 日，大の男が10人 集 まらて

も答えるのに1週 間はかかる位 の質問 をする

とい うことでした。弟は生 まれつ きのおどけ

もので，四六時中冗談 を言っているような子

でした。そんな弟の言 うことを，ばかげたこ

とで も途方のないことでも，すべて彼女は ま

ともに信 じたものです。しか し弟は，彼女の.

質 問にほとほと参 ったようでした。例 えば，

彼女の質問はこうです。「ねえライリー，きょ

うは一体 どの位旅 をしたのかしら。」「明 日は，

どの位旅 をす るのか しら。」「水が手に入るか

しら。」「インデ ィア ンに出会わないかしら。」

「インディアンに出会った らどうされるか し

ら。」「インディアンって優 しいの，それ とも

野蛮なの。」このように彼女はどうでもいい質

問ばか りす るので， さすがの弟 も耐えられな

くなってきたようで した。

弟が とうとう堪忍袋の緒 を切 らした頃，チ

ムニーロックが見えてきました。馬車でも汽

車でも，大平原 を横断 したことのある人であ

ればだれでもこれに見覚 えがあると思います。
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これは高 くて煙突のような形 をした岩で，道

しるべ となっています。多分何世紀 も前から

そのような形だったので しょう。その地点に

着 く何 日も前か らその岩は見えてい ました。

そこでまな，彼女は例に よってその岩につい

て質問を始めました。す ると弟は，内緒話の

口調 で，着いた らす ぐに岩 を押 し倒 してしま

うつ もりだ，チムニーロックのことを聞 くの

にも丁度飽 きてきたことだし，チムニー ロッ

クだって もうそろそろ寿命なんだか らと言い

ました。 とにか く， そこに着いた らす ぐにた

たき壊す と宣言したのです。

す ると案の定，彼女は，後か ら来 る移住者

たちのためにどうか岩はそのままにしておい
.
てほ しい と，弟に嘆願しました。 しか し，弟

は頑固にそれを断わ りました。すると彼女は，

ソル トレー ク盆地に着いた らブ リガム ・ヤン

グ長老に言い付けてやる と言って，弟を脅迫

したのです。これは，追い詰め られた時のい

つもの彼女の手で した。それでもまだ，岩か

ら1キ ロ程の所に着 くまで2日 かか り， その

間 というもの，弟は首を縦に振 りませ んでし

た。そして最後に，弟が彼女の頼み を聞き入

れて岩をそのままにしてお くことにしようと

答えると，彼女は飛び上がって喜び，その 日

は弟に特別の夕食をごちそうしたのです。

次に，弟 自身も予期 しなかった彼の最後の

冗談 を紹介しましょう。弟は， その未亡 人を

ちょっとからか うつ もりで，最後のエ ミグレ

ーション峡谷に着 くまでに彼女の幌馬車 は引

っ繰 り返 ると言い続けてきました。 そこでま

た彼女は， もしそんなこ とになれば，ブ リガ

ム ・ヤング長老に言い付けてやると言い まし

た。 そして実際に，幌馬車は見事に引っ繰 り
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返 ったのです。そこは，おと.なでも幌馬車 を操

作 して降 りるのに苦労するほ どの険 しい峡谷

でした。ライ リーはひどくあわてて しまいま

した。それに， まだ子供 だったので，ひどく

おびえました。しか し，人一倍骨をおって，

幌馬車 を元通 りにしたのは彼で した。弟は，

数人の男の人の手 を借 りて，幌馬車 を急な道

の上 に起こしました。幌馬車は，下になって

いた部分がめちゃめちゃに壊れていて，今に

も崩れそうに見えましたが，中はそれ程 でも

あ りませ ん.でした。 ところが幸いに も， ソル

トレー ク盆地へ着 く前 日だったので，弟はな

ん とか ピンチを切 り抜けるこ とができました。

その後，彼女がブ リガム ・ヤ ング長老にその

こ とを話 したか どうかはライ リー も知 りませ

ん。

数百 キロ旅 をした ところで，牛がいっせい

に逃 げ出 し，単調な生活がすっか り狂 ってし

まい ました。旅程が長 くな り，牛の疲労が積

もるにつれて，牛たちはちょっ としたことに

もおびえるようにな りました。中で も，私た

ちは牛が夜騒 ぎ出すこ とを恐れました。前に

も1，2度 逃げ出す ことがあったので，私た

ちはいつでも手はず を整えておきました。多

分 インデ ィア ンか，水牛の群れに驚 くのだと

思い ますが， とにか く私たちの隊では，牛 を

毎晩車陣で囲 ってお くことに しました。 また，

夜牛たちを外に出して草 を食べ させ る時 も，

いつ も見張 りを付け，.草を十分 食べ た後はす

ぐに囲いに戻 しました。囲いは，車輪 と車輪

を くっつけて幌馬車 を並べ，大きな円形 をつ

くり， 出入口を1箇 所 にしました。さらに，

出入 口には太い丸太 を渡 して，牛たちを完全

に囲い込みました。



その頃，私たちは水牛が多 くいる所を旅 し

そいました。前に，水牛が暴れ出した時のす

さまじさを聞いていました。少し前のことで

すが，群れのひ とつが急に狂ったように走 り

出 したそうです。先頭にいた何頭かは，プラ

ット川の高い断崖に来 ると，そのまま崖 を駆

け下 りて川に飛び込み，後か ら来 る仲間に踏

み付 けられ溺れ死んでしまつた といつこ.とで

す。

あ る夜，2時 頃だったと思います。野営地

の皆が寝静まっていた時のことです。突然，

ズシンズシンと地面 を踏みならす音が しまし

た。地面が揺れ，幌馬車は グラグラと揺れま

す。水牛が暴れ出 した，.踏み殺 される， とっ

さに私はそう思い ました。私 は，頭 を抱えて

死ぬ用意 をしていました。しばら くして，フ

ェブ と私 を呼ぶ母の叫び声が聞こえました。

私たちの部屋(幌 馬車の最前部)か ら音が ま

った く聞 こえなかったからで した。私は，毛

布 をかぶったまま声 を殺 して，「生 きてるわ よ」

と答えました。

ところが，その騒ぎの原因は水牛ではあ り

ませ んで し.た。騒 ぎを起こしたのは，囲いを

破 った牛たちだったのです。何かにおびえて

興奮 し，急に暴れ 出したのです。牛たちは，

最初囲いの中をぐる ぐる駆け回っていました

が，そのうちに入口の丸太を突 き破って外に

出て行 きました。牛たちを連れ戻す手段はあ

りませんでした。みんな，広い草原に散 り散

りに逃げ出してしまったのです。 しか し，男

の人たちは何 日も何 日もかか って牛 を集めて

回 りました。そして，牛 たちは， 見るも哀れ

な姿 で帰って来ました。中には，疲れ果 てて

死んだ牛や，殺 された牛がいました。隊長の

2頭 の牛は，急な丘の上 まで突進 して行 き，

そこから真 っ逆 さまに落ちて首の骨 を折 って

しまいました。その1頭 は幌馬車 を引っ張る

牛で，もう一頭は乳牛でした。(大 平原でのあ

の乳の何 と甘かったことで しょう)

その騒動 で，2，3人 のけが人が出て，ひ

とりはか なり重傷でした。重傷者は金鉱捜 し

で， カリフォルニアへ行 くために途中で私た

ちに合流 し， しば らく一緒に旅 をしていた人

で した。カ りフォルニアへの移民は，実際に

末 日聖徒 よ りもかな り早 く行 なわれていまし

た。その男の人は，牛 を止めようとして跳ね

飛ばされ，踏み付け られたのです。その時，

彼は恐 ろしい叫び声をあげました。その後，

彼に再び会 ったのは次の年の冬で， ひょっこ

りと野営地を訪れて ぎました。彼はずっと立

ちひざでいました。立つ ことはできましたが，

座れなかったのです。その後，彼が金鉱捜 し

に出掛けてか らは，何の便 りもあ りませ ん。

また，牛飼いの老 人が言うことには，飼い慣.

らされた牛ほど一度騒 ぎ出す とどうもうで気

が狂 ったようになるとのことでした。しか も

その行動は普通でな く，突然に暴れ出したか

と思 うと，稲妻の ような速 さで一度に何人を

も襲 うのだそ うです。

良 く晴れた，あ る気持ちのよい午後のこと，

私たちは2度 目の危機 を迎 えました。隊は草

原 をゆ っくりと進んでいました。その時です。

隊のすべての幌馬車が，急に思い思いの方角

に向か って，飛ぶ ような速さで走 り始めたの

です。 どんなに足の速 い馬でもこの時の牛に

はかなわなか ったことでしょう。父は，幌馬

車の座席に座 って，，何か言いなが ら，普段は

落 ち着 きのある老 いた牛たちをむ ち打ち，ま
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っす ぐに幌馬車 を走らせ ました。ほかの幌馬

車の牛 と絡 み合 った り，牛が 向 きを変 えて

私たちを乗せたまま幌馬車 を引っ繰 り返 した

りしないように，ただ まっす ぐに走らせ まし

た。幌馬：車は，飛んだり跳ねた りしなが ら走

り続けました。私たちは幌馬車の中で，跳ね

上げられては頭 をぶつけ，下に落ちては腰を

打ちました。 これが どんな ものか，実際に経

験 した人でなければ分か らないと思います。

こうして私は再び死に直面 し， また毛布 を頭

か らかぶ りました。万一死ぬ よっなことがあ

っても，その途中の様子 を見た くなかったの

です。けれ どもす ぐに母か ら毛布 をはぎ取 ら

れてしまいました。そして，幌馬車が止 まっ

た後，どんな時で も目を開けて，逃げ出す機会

をねらっていなければな らない とこんこん と

説教 されました。

牛は力の続 く限 り走って，やがて止まりま

した。その事故で数人がけが をし，ひ とりの

女性が死にました。幌馬車か ら振 り落 とされ

て，牛に踏まれたのです。後には子供 たちが

残 され ました。私たちは皆，度重 なる牛の暴

走にすっか りおびえてしまいました。パニ ッ

ク状態に陥った牛の群れは実に脅威です。同

じよりに，た とえ人間 と言えども，恐怖が理

性 を支配した時には， どうなってしまうか分

か りません。

私たちの家族の牛の中に，一頭 とて も利口

な雌牛がいました。その牛は， くびきにつな

がれるのをいやが って， よく柳の木陰に隠れ

た ものです。 しか し， いったん父に見付か

り， くびきにつながれると，その牛はよ く働

きました。 また，乳 も沢山出しました。ある

時，その牛が足 を悪 くして歩けないことがあ
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りました。す でに一頭な くしていたので，両

親はひ どく心配 しました。ほかの人々につい

て行けな くなるのではないか と思 いました。

母 は，夜になった ら牛 を横たえて湿布 してあ

げよっと言いました。そして，びっこをひい

ている方の足全体 にわたって湿布 をしました。

さて，翌朝になって牛 を起こ しに行った父が，

急に大声 をあげました。「お一 い，「母 さん，湿

布する足 を間違えて いる よ。」す る と母は，

「心配 しな くて も大丈夫です よ。 ちゃん と効

き目はあるんですか ら」 と言 いました。母の

言 う通 りでした。牛は， その 日は少 し足を引

きずる程度で，間 もなくすっか り良 くな りま

した。あの湿布は， きっと信仰 と深いかかわ

りがあったに違いありません。

秋の気配が漂 う頃になると，私 たちは，チ

ョー クチェ リーやサー ビスベ リー， またバ ッ

ファローベ リー とかス コーベ リー とか呼ばれ

ている小 さな赤いいちごなど，野生の果物を

見付けて食べ たもので した。 とて もおいしい

実 でした。ある日，私は夜にだれか を招待す

ることにしました。そこで，野営す る場所が

決 まる と，何 人かの男の子や女の子に， 自分

の仕事 が終わった ら私の ところに来 るように

誘 いました。 こういう時の誘 いを断わる人は

いませ ん。みんな，喜んで来て くれました。

一方
，私は，バ ッファローベ リーパイを作

って もよいか どうか母に尋ね ました。母 は，

もちろん許 して くれました。パイは，それこ

そぜ いた く品で，草原ではめったにお 目にか

かれませ ん。私は， このごちそうで，みんな

をあっと言わせ たかったのです。 こうしてパ

イは出来上が りました。私は，みんなが来 る

前に大急ぎで牛の くびきの椅子 を並べた り，



飾 り付け をした りしました。みんなは，少 し

気 を利かせて遅れて来 ました。まず，私 たち

はお しゃべ りをし， それか ら歌 を歌いました。

それが終わると，私はちょっと失礼 して奥(と

言って も幌馬車の下に置いた箱のところ)に

行 き，パ イを運んできました。そして，パイ

をみんなに配 りなが ら，私はわびるように，

「もしか したらそんなに甘 くないか も知 れな

いわ」 と言いました。す ると，ひ とりの男の

子が丁重にしか も早 口でこう言いました，「い

えいえ，あなたの手にかかったら，何でも甘

くなるに違いあ りませ ん」 と。私 もその言葉

を信 じることに しまLた 。

みんなに行 きわたったのを見て，私 も自分

の分 を食べることに しました。 ところが驚い

たことに，口に したパイの甘 さときたら，ま

るで くえん酸 でも入れて甘 くしたかのよっで

した。草原でのパイ作 りは，後に も先にもそ

れ1回 きりで した。ときどき，みんなはあん

な ものをどうして食べたのか と不思議に思い

ますが， きっと礼儀上やむを得ず食べたのだ

と思います。今考 えるに，野営地の砂糖 を全

部集めてもあのパ イほど甘 くはできなかった

ことで しょつ。

旅の間，私が一番好 きだった食事は，昼食

です。母は，朝の うちになべに一杯 とりもろ

こしがゆを作 り，冷 めないように何かでそれ

を包んでお きました。 また，乳 しぼ りが終わ
かく

って，午乳 を撹乳器に移す と，それ もこぼれ

ないように包んでおきました。そ して，昼に

なって，みんなが牛に 草を食べ させ る時，母

は， どうもろこしがゆ と牛乳を出 して きて く

れたもので した。それは，私たちに とっては

最高のごちそうでした.。けれ ども妹 のフェブ

はそれが きらいで した。食べて もお腹がす く

か らと言 って，決 して食べ ようとしませ んで

した。大平原を渡る間，だれひとり食べ物の

ことで文句 を言 う人はいません。どんなもの

で もごちそうでした。 もっとも，私のパイだ

けは別ですが。パ ンとベー コンは，今のプラ

ムプディングやパウン ドケーキよりも数倍の

おい しさでした。環境は私たちの舌 まで変え

てしまうものです。

旅の中で，最 も苦 しか ったのは， ワイオ ミ

ングのララミーに着 く前 日でした。牛が疲れ

きって足を痛め，歩 くのも大変な状態で した。

そこで父は， その朝，私 たちみんなに歩 くよ

うに言いました。その 日，私 たちは，1日 中

歩 き続けました。私はその 日のことを一生忘

れないでしょう。砂は，入の足首の深さまで

あり，牛や馬車は もっと深 く沈んでしまうの

です。その夜，野営す るまでに，私たちは16

キ ロ歩 きま した。けれども私には，1，000キ ロ

にも感 じられました。その 日，私は何度 も，

決 して疲れることのない世 界へ行 きたいと思

ったものです。

こうしてや っと，飽 き飽 きする長旅の終わ

りを迎えたのでした。10月15日 の夜，私たち

は，エ ミグレーション峡谷の入口に到着 した

のです。グレー トソル トレークの盆地の光景

は，何 と素晴 らしかったことでしょっ。こっ

して次の朝，私たちは朝 日と共に 目覚め，盆

地に入ったのです。 一

☆ ☆
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ジ ョ ン ・テ イ ラ ー

いん と く

隠匿の地 よりの書簡

第3代 大 管長 ジ ョン ・テイ ラー は，1808年ll月1日 ，英 国 ミ

ル ンソー プ に生 まれ た。1838年12月9日 に30歳 で，ブ リガ ム ・

ヤ ング とヒーバ ー ・C・ キ ンボ ー ル に よ り使徒 に聖 任 され，

1877年10月6日 ， 十二使 徒 定 員会 会 長 に支持 され た。 そ して

3年 後 のi880年10月10日 ，71歳 の時 に大管 長 と して支 持 を受

け た。 大 管長 の召 しを7年 間 務 め たテ イ ラ ー大 管長 は，1887

年7月25日 ， ユ タ州 ケイ ズ ビル にお いて78歳 でそ の生 涯 を閉

じた。

テイラー大管長の改宗談や生涯，教会での

働 きは，『聖徒 の道』1975年2月 号 に掲載 され

ている。歴代大管長の書簡や説教 を紹介する

シリーズの第3弾 に当たって，編集部 はジ ョ

ン ・テイラー大管長 と第一 副管長 ジョージ ・

Q・ キャノン長老 の共同の書簡からの抜粋 を

本号 に掲載 することに した。 なおこの書簡は，

1886年4月 の総大会で教会員に公表 された も

のである。

当時教会は激 しい迫害 を被 っていた。ユタ

州を初 めその他の地に住む反モルモン教徒が，

地方や中央の新 聞社， ならびに他の教派の多

くの聖職者 と手 を組んで中傷 を広 め， 多妻結

婚 の教義 を理 由に教会 に憎悪の 目を向けた。

その結果，合衆国連邦政府 は，多妻結婚 を行

なっている者 に選挙権 を認めず，公職 や陪審

員に就 く権利をも剥奪す るとい う過酷な法を

定めた。 その上， 多妻結婚 を行なっている者

は，500ド ルの罰金 を課せ られ，5年 間の懲役

に処せ られ ることになった。

これ らの法は末 日聖徒 を差別す るために制

定 された ものであった。連邦政府の役人は，

ユ タ州 にすでに住みついている反 モルモン教 .

徒 と手 を組み， 多妻結婚 を している教会員を

血眼になって捜 し，告訴 した。 その上，法廷

においてその教会員の妻や子供 たちに， 自分

たちの夫や父親 に対する不利な証 言をするよ

う強要 したのである。 そのため，この教義 を

守っていた者は，姿を隠すことを余儀 な くさ

れた。 テイラー大管長 も第一副管長のジョー

ジ ・Q・ キャノン長老 も， このような教会指

導者のひとり.である。(第 二副管長のジョセ

ブ ・F・ ス ミス長老は当時，ハワイ伝道部で

イ動いていた)

以下 に示すテ イラー大管長(と キャノン副

管長)の 書簡は，迫害か ら身を.隠していた当

時に書かれたものである。
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いか な る時 に も，主 はその民が

試 練 に耐 え るよ うに，

また信仰 の試 しを十 分 に受 け るよ うに と

望 んで お られ ますq

.

私 た旗 現擁 かにひどい迫害を受けてい
ますが，それでも感謝すべ きことは沢山

あります。地は豊かな食物 を産 しています。

食物 を求めて泣き叫ぶ人もいなければ，飢 え

て死ぬ家畜 もいません。また，道端 で施 しを

請 う物もらいもいなければ，生活のできない

貧民もいません。 よき食物，快 い衣服，広 い

住 まいに加 えて，神 の平安 とい う計 り知れな

い祝福が与えられています。これは，主が忠

実なすべての聖徒にお与え下 さる祝福です。

心の平安，家庭の平安，地域の平安，世から

は得 るこ とので きないこれらの平安 を主に感

謝 し，それが取 り去 られ ることのないよっに

祈 りましょう。兄弟姉妹，皆 さんの心 を，神

の思いや りと憐 みに対す る感謝 と賛美の思い

で満たして下さい。神 はシオンについて約束

しておられます。神はその約束 を決 して忘れ

たまいません。予言者イザヤの記す ところに

よれば， シオンは 「主はわた しを捨 て，主は

わたしを忘れ られた」(イ ザヤ49：14)と 言 っ
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て い ます。 しか し主はそれに対 して答えられ

ました。

「女がその乳のみ子 を忘れて
，その腹の子

を，あわれまないようなことがあろうか。 た

とい彼らが忘れ るようなことがあっても， わ

た しは，あなた を忘れることはない。見 よ，

わたしは，たな ごころにあなた を彫 り刻んだ。

あなたの石がきは常にわが前にある。」(イ ザ

ヤ49：15-16)

いか なる時に も，主はその民が試練に耐え

るように， また信仰の試 しを十分に受け るよ

うに と望んでおられます。

この教会が組織された直後，聖徒たちは主

か らこう言われました。「主は言 う，われわが
ふさわ

心に定めた り，すなわち汝 らのわれに適 しき

を知 るために，死に至 るまで もわが誓約 を守

るや否や，すべ てに於てわれ汝 らを試すべ し。
ふさわ

汝 らもしわが誓約 を守 らずんば，われに適 し

からぬ者たちなり。」(教 義 と聖約98：14-15)

皆 さんがイエス ・キリス トに従 って義 しい生



活をしていても，サタンには力があるので，

皆 さんは迫害 を受けるのです。

しか し迫害 を最 も価値ある目的のために活

用す るとい うのが，全能者のみこころです。

すべての忠実な聖徒はこのことを認め，理解

す ることが必要です。末 日聖徒 は皆， 自分 自

身に迫害が どのような良い結果をもた らすか

を知 り， また友人や憐人に及ぼす影響 を考え

て下 さい。そうす る時に，迫害によって人格

を築けるこ とで しょう。迫害の影響 を受ける

時に，私たちは皆，迫害の圧力を受けなかっ

た時 よりも， 自分 自身をさらによ く知 るこ と

が できるに違 いあ りません。 また，これ まで

全 く気付かなかった特質 を兄弟姉妹の中に見

いだす ことでしょう。私たちがこの1年 半の

間被った迫害は きわめて激しい ものでしたが，

末 日聖徒はこのことか ら沢山の恵.みを得ま し

た。この迫害によ り，忠実な聖徒たちは強め

られ，新たな熱意 と勇気 と決意を抱きました。

また，不注意 で無関心 な大勢の人々が無気力

から目覚め，神のみ業 を勤勉に行なおうとい

う新たな気持 ちを持つ ようにな りました。迫

害 はまた，大勢の偽善者を明 らかに し，彼ら

がかぶっていた友情の仮面をはぎ取 り，真の

姿 を暴露 しました。 しか しながら，この迫害

か ら最 も学んだのは，末 日聖徒の若人です。

若 い男女の多 くは，すべてが平和で両親や友

人たちの間に争いがない時には身の危険や信

仰の危険など感 じることな く，世の人々 と親

しく交わることができるという考 えを持って

いた ようです。末 日聖徒 も異邦人も彼 らにと

っては同 じでした。彼.らは両者がなぜ真の友

愛 を築けないのか，その理由が分か りません

でした。様々な出来事 を経験 した末 日聖徒 な

ら，子供 たちがこのように思い込むことがい

かに危険なことであるかを知っています。し

か し彼 ら若人は， この度の一連の出来事に直

面 したことで， この ような危険な夢か ら覚め，

迫害の激 しさを実感 してきました。末 日聖徒

と世の人々の間に引かれた境界線は， きわめ

てはっきりしていますゐそのため彼 らは(背 教

者 とならない者は皆)両 親や 同胞の側 に立つ

ようにな りました。そして彼らの信仰 と，敵

対する者の信仰の違 いが， これまで感 じたこ

とのないある種の強い力で，彼らの心 にはっ

きりと刻み込まれたのです。この迫害 は明ら

かに若人の心に影響 を与えています。そして

その若人たちに，迫害は今後 も決 して絶えな .

い だろうとい う気持 ちを抱かせ るに至 ったの

です。彼らは敵対者か ら受ける苦 しい経験を

通 して，救い主のみ言葉が真実であること劇

学んでいます。「もしあなたがたがこの世から

出たものであったなら，この世は，あなたが

た を自分の ものとして愛 したであろう。 しか

し， あなたがたは この世の ものではない。か

えって，わた しがあなたがたをこの世か ら選

び出 したのである。だから， この世はあなた

がたを憎むのである。」(ヨ ハネ15：19)

主 イエス ・キ リス トは使徒 たちに信仰の大

切 さを教 え，次いで使徒 たちは世 の人々にそ

のことを教えました。そ して信仰 は今 も当時

と同 じ実 りをもた らしていますが，民が堕落

すると同時に，信仰は清い民の中か ら姿を消

してしまうことで しょう・
.このrと を世の人

人はすでに知 っていたに違いあ り享せん。主

は地上にこの信仰 を回復 され，そ して今私た
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ちはそれ を育んでいるのです。 この信仰 を持

っている人が清い限 り， この信仰は存続 し，

正義の実 りをもた らします。この ことをすべ

ての末 日聖徒が証明して きました。信仰は養

い育てなければならない ものです。そう.する

ことによって強 くなるのです。現在は1末 日

聖徒に とって，あらん限 りの熱情 をもってこ

の宗教のために献身すべ き時です。聖霊 と聖

霊の賜 を受けられるよ うな生活 をす る必要が

あ ります。このこ とは，男女 を問わずすべて

の人にとって，直面する試練に耐 え抜 くため

に欠 くべか らざることです。

ここで，教会員 と役員にあ らゆる不道徳 と

不品行に反対す るよう再度警告することは当

を得ていると思い ます。私たちは，宗教 の衣

の影で不道徳行為 を教え，実行 していると非

難されてきました。しか しそのようなことは

断 じてあ りません。これ程の事実無根の嫌疑

はほかにあ りません。 と言うの も，この世に

人が住み始めて以来，男女間の清 さを保つこ

との大切 さを，末 日聖徒イエス ・キリス ト教

会以上に厳 しく教 えている哲学理念，倫理規

範，信仰箇条はないからです。サ タンはこの

ことを知 りすぎる程知 っています。私 たちは

行 ないと信仰 を一致 させ るように しようでは

あ りませんか。 もしもこれに関する神の律法

を破ったならば， いかなる努 力も，家族の絆

も，財力 もこの処罰か ら私たちを救 うこ とは

できないか らです。 しか し数週間前，悲しい

ことではあ りますが，十二使徒定貝会は純潔

の律法を犯 したひ とりの教会員を教会から破

門しました。彼は教養のある，経験豊かな，

分別のある人で，長年教会の教 えに従 ってき
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ま した。 しか し，彼の受けている教育や経験，

.高い神権の職 も， この律法 をはなはだ しく犯

した罪から彼を救 うことはできませんでした。

これは彼の場合だけではありませ ん。すべ て

の人について言えることです。教会の役員は

だれに も悪意 を抱かず公正に， しか も神の戒

め と聖なる神のみ名に十分敬意 を払 ってこの

律法を監督 しなければな りません。イスラエ

ルの民 よ，聴いて下さい。御父の 日の光栄の

王国に入ろうとす る者 よ，心の清 くない者は

神 を見るこ とができません。 自らの情欲 を捨

てて，神の律法に完全に従 う者でなければ，

神 のみ もとに永遠に住 むことはできませ ん。

社会の状態は，社会 を構成 している一人一人

の状態によって決 まることを心に留めて下 さ

い。全体はそれ を構成す るもの と同質の もの

になるのです。 もし一人一人が賢 く，正 しく，

理解力があ り，正 直で，尊敬 に値す る，清い

人であれば， これ らの特質によってその社会

は他の社会 とは違ったものになることでしょ

う。このことを私たち一 人一人に当てはめて

み ると，キ リス トの教会を救 い主の花嫁 とし

て備 えたいと思 うなら，私たち一人一人が福

音の教 えに従って生活 をし，花嫁が主のみ も

とに行 く前に飾 り付けなければな らない徳で

身をま とう必要があ ります。個 人の清 さ，信

仰，勤勉さ，善行は，隣人に委ねた り，他の

人の責任に帰 した りできないものです。一人

一 人が各 自の義務 を果 たし，責任 を負い， 自

分の家を整え， 自分の召 しを全力を尽 くして

遂行 しなければならないのです。 また，神 に

近づいていただ きたい と思 うな ら， 自分か ら

神 に近づかなければな りません。
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けれ ども,私 に初めて宣教師が教えて下 さっ

た,ジ ョセブ･ス ミスが天父 と御子にまみえ

た時にどの教会に も加わらないようにと言わ

れた,と いう言葉が頭の中に浮かんできまし

た。そして｢や っぱ りこの教会は本当の神様

の教会なのかな｣と 思うようにな りました。

また,子 供 たちに も良い模範 を示さなけれ

ばだめだ と思 い,モ ルモン経や聖書を少 しず

つ読むようにしました。そこには神の戒め を

守 り,高 慢 にな らず謙遜になりなさいなど,

沢 山の事柄が書かれてあ りました。深 く考え

てみ ると本当にその通 りです。私はバプテス

マを受けなければな らないと,だ んだん強 く

感 じるようにな りました。 こうして今年の1

月26日 に 無事バ プテスマを受け ることがで き

ました。これ も主が宣教師 を通 して導いて下

さったことと,心 か ら感謝 しています。

その頃,残 念なことに妻の方が近所の人や

ほかの人たちの迫害的なことがあって次第に

この教えか ら遠 ざかってしまい ました。そし

て妻は｢絶 対にバプテスマを受け ません｣と

宣教師や私の前で断言したのです。私は妻の

この言葉にびづくりしましたが,い つか妻 も

きっとバプテスマを受けて家族全貝 で教会へ

行け る日が来 ると信 じて,い つ も神に祈 って
.
い ました。

宣教師たちの心か らの断食 もあって,神 は

妻の心 をだんだんと変えて下さいました。そ

して,今 年の4月22日 に長男の伸好 と共にバ

プテスマを受けてくれ ました。今では家族全

員で教会に楽 しく集 っています。主は,私 た

ち家族 を見捨てることな く温か く導いて下 さ

いました。本当に感謝の気持 ちで一杯 です。

時 としてなかなか行動が伴わないこ とがあ り

ますが,少 しでも行動 に移せ るよう妻 と頑張

っています。また,.そ うしなければならない

と強 く感 じています。末 日聖徒 イエス･キ リ

ス ト教会は本当の神様の教会であることを証

致 します。イエス･キ リス ト様のみ名 を通 し

て申し上げました。アーメン。

松 井 文 子

わが家へふた りの外人宣教師が訪れてきた

時,私 は友達になれれば楽 しいだろ うという

気持 ちか ら,話 を聞 くようにな りました。私

は宗教が とて もきらいで した。弱い人間が神

仏にすがって生 きていくのだ と思い,宗 教 を

偏見の目で見ていたのです。でも,私 たちは

8ヵ 月間宣教師の話 を聞きました。その間に,

私 の家に来て下 さった長老は全部 で14人 にも

な ります。私は高慢で,信 仰に対 して とても

かた くなでした。ですか ら福音の話を聞きな

が らも,私 は絶対 にバ プテスマを受けまいと

決心 していました.什 分の一の問題 もあった

ので,主 人がバプテスマ を受けると言った時

には猛反対 しました。 しか し主人は1月26日

にバプテスマ を受けました。それからの主人

はま るで別 人のようでした。麻雀やパチンコ

はピタッとやめ,聖 書やモルモン経 を熱心に

読み,進 んで家事の手伝 いをし,子 供 たちに

良い模範を示す ようになったのです。 そんな

主人を見て,私 は人間は何 と変わるものか と,

不 思議でな りませ んで した。それで も私は素

直に福音を勉強する気になれず,こ の家か ら

蒸発してしまいたいとさえ思ったほどで した。

そんな私で したが,長 老や兄弟姉妹,そ れに

主人の愛 と励 ましを受けて伝道部大会に出席

し,伝 道部長御夫妻の素晴 らしい話 を聞いた

時には,勉 強 しなければならない とい う気持

ちにな りました。 ところが 日曜日にも仕事を

していた私は,ま た も問題に直面 しました。

そしていや気がさし,教 会に入ると周囲 との

調和が乱れ,人 付き合いが悪 くなる,な ぜ私

ばか りに強 く勧 めるのだろう,な どと考えて

しまいました。 しか し,主 人の驚 く程の模範

に心 を動かされ,次 第に自分 の 愚かさに気

付 き始めました。そして,私 は勇気を出 して

日曜 日の勤めを休みに して もらうよう頼む決
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約聖書 ローマ人へ の手紙第15章1節 か ら新
3節 に,こ のような聖句があります。｢わ

たしたち強い者は,強 くない者たちの弱さを

にな うべきであって,自 分だけを喜ばせ るこ

とをしてはな らない。わた したちひ とりび と

りは,隣 り人の徳 を高め るために,そ の.益を

図って彼 らを喜ばすべ きである。キリス トさ

え,ご 自身 を喜ばせ ることはなさらなかった。

むしろ 『あなたをそしる者のそしりが,わ た

しに降 りかかった』 と書いてある とお りであ

った。｣

私 は会社に入った時,こ の聖句を社会人 と

しての信条に しようと決心 しました。一緒に

入社 した人々 と話 し合ってみると,彼 らの目

的がいろいろであることが分かりました。｢出

世するため｣｢お 金持 になるため｣な ど,様 々

です。すでに福音 を知 っている私 たちには,

一 般の方 とは違 う目的があると思 います
。神

様が生 きていらっしゃり,生 ける予言者がお

られることを知 っている私たちは,啓 示の導

きに よってこの入生を送 うりと決心 していま

す。ですか ら,一 般:の方々 と同じ目的で働 こ

うとす ると,イ エス･キ リ･ストの福音 を守れ

ない事態に陥ることがあ ります。

私はこの聖句を掲げて杜会に出て行 きまし

たが,何 度 も何度 も打ちのめされました。そ

こで考 えたのが,朝 早 く出社 して,毎 朝聖句

を頭の中にたたき込む ことでした。そ うしな

いと,す ぐ世の思いに押し流されて しまうか

らです。 まず,1時 間位早 く会社 に行 き,聖

典 を読み ます。それか ら,ひ ざまずいて祈 り

ます。｢仕 事が成功するように……｣と いうの

ではな く,｢き ょう一 日,キ リス トの福音の精

神 に従 って働けるように……｣と お祈 りします。

私が会社 でひざまずいてお祈 りするように

なったきっかけは,以 前教会でこんな話 を聞

いたからです。ア メリカのある大きな会社の

社長が,朝 早 く出社して,副 社長 の部屋に行

きました。 ドアに手を掛け ると,少 し開 き♂

室 内の様子が見えました。副杜長がひざまず

いてお祈 りをしていました。社長 はびっ くり

して,あ とで副社長に何をお祈 りしていたの

ですか と尋ね ました。副社長は,｢き ょう一 日,
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